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武
士
の
た
し
な
み

ー
「
天
下
布ふ

ぶ武
」か
ら「
文
武
両
道
」へ
ー  

　

戦
国
時
代
か
ら
江
戸
時
代
後
期
に
か

け
て
、
武
士
た
ち
は
、
い
か
に
し
て
教

養
を
身
に
着
け
た
の
か
。
今
回
の
特
別

展
で
は
、
そ
の
時
代
背
景
を
追
う
と
と

も
に
、
彼
ら
の
残
し
た
絵
画
や
古
文
書

な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ　

都
城
島
津
邸

　
　
　
　
　
　
　

☎
23

－

２
１
１
６

「
武
」
が
中
心
の
時
代

　

古
来
よ
り
武
士
は
、
武
力
を
持
つ
こ

と
に
大
き
な
意
義
を
感
じ
て
い
ま
し

た
。
武
力
を
持
た
な
い
貴
族
の
警
護
だ

け
で
な
く
、
他
者
か
ら
の
求
め
に
応
じ

て
武
力
を
提
供
。
そ
し
て
時
に
は
、
自

身
の
領
地
や
権
限
を
広
げ
る
た
め
に
合

戦
に
及
ぶ
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　

と
り
わ
け
、
鎌
倉
時
代
か
ら
戦
国
時

代
に
か
け
て
は
、「
武
」
に
重
点
を
置

い
た
時
代
で
し
た
。

「
武
」と「
文
」、混
合
の
時
代

　

江
戸
時
代
に
な
る
と
、
武
士
の
生
き

方
に
転
機
が
訪
れ
ま
す
。
徳
川
幕
府
の

強
力
な
統
制
の
下
、
一
国
一
城
令
や
参

勤
交
代
な
ど
の
政
策
に
よ
り
、
各
地
の

大
名
は
次
第
に
「
武
」
に
傾
け
る
財
力

と
時
間
を
失
っ
て
い
き
ま
す
。

　

そ
し
て
、
島
原
の
乱
以
降
、
大
き
な

合
戦
も
な
く
な
り
、
武
力
を
誇
示
す

る
場
も
な
く
な
っ
て

い
き
ま
し
た
。
こ
の

よ
う
な
背
景
も
あ
り
、

身
分
制
度
の
頂
点
に

立
つ
者
と
し
て
、
武

士
は
「
武
」
の
み
に

偏
ら
ず
、
新
た
な
力

を
「
文
」
の
教
養
に

求
め
て
い
き
ま
す
。

　

徳
川
将
軍
を
は
じ

め
、藩
主
や
領
主
は
、

四
書
五
経
な
ど
の
中

国
古
典
籍
を
学
び
、書

や
絵
画
・
和
歌
な
ど
を

実
践
し
て
、多
く
の
作

品
を
残
し
ま
し
た
。

都
城
で
触
れ
る
文
化
の
秋

　
「
芸
術
の
秋
」
に
「
読
書
の
秋
」。
こ
れ
か
ら
の
季
節
、自
己
啓
発
を
す
る
上
で
も
、

最
良
の
季
節
を
迎
え
ま
す
。
今
回
は
、
都
城
島
津
邸
と
都
城
市
立
美
術
館
で
開
催
す

る
特
別
展
を
特
集
し
ま
す
。
各
施
設
で
「
文
化
の
秋
」
に
触
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

目
玉
の
展
示
作
品

国
指
定
重
要
文
化
財

伝 

宮
本
武
蔵 

筆

「
紙し

ほ
ん
ぼ
く
が

本
墨
画
芦ろ

が
ん
ず

雁
図
」

　

江
戸
初
期
の
剣
豪

宮
本
武
蔵
が
描
い
た

と
さ
れ
る
芦
雁
図

屏び
ょ
う
ぶ風

。武
蔵
は「
兵
法

の
道
」を
究き
わ

め
る
と
と

も
に
、さ
ま
ざ
ま
な
芸

能
を
た
し
な
み
、教
養

を
身
に
着
け
ま
し
た
。

　

中
で
も
、水
墨
画
は

卓
越
し
た
腕
前
で
、こ

の
作
品
は
、武
蔵
と
専

門
画
家
と
の
合
作
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

徳
川
吉
宗 

筆
「
竹た
け
に
と
ら
ず

虎
図
」

　

享
き
ょ
う
ほ
う保

の
改
革
を
行
っ
た
８
代
将
軍
吉

宗
は
、
書
画
に
も
造ぞ
う
け
い詣

が
深
く
、
奥お
く

絵え

師し

の
狩か
の
う野

常つ
ね
の
ぶ信

ら
に
絵
の
手
ほ
ど
き
を

受
け
ま
し
た
。家
臣
た
ち
に
対
し
て
も
、

武
芸
だ
け
で
な
く
文
芸
を
修
め
る
こ
と

の
大
切
さ
を
説
く
な
ど
、
文
武
両
道
の

実
践
を
率
先
し
て
行
い
ま
し
た
。

会
期

10
月
15
日
㈯
～
11
月
27
日
㈰

※�

会
期
中
、
展
示
替
え
を
１
回
行
い
ま

す
。
各
史
料
の
展
示
期

間
は
、同
館
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
確
認
く
だ
さ
い

観
覧
料

一
般　

４
０
０
円
（
３
５
０
円
）

高
校
・
大
学
生　

３
０
０
円
（
２
５
０

円
）
中
学
生
以
下
無
料

※�

（　

）
は
20
人
以
上
の
団
体
料
金
。

本
宅
の
観
覧
は
別
途
、
小
学
生
以
上

１
０
０
円

テ
ー
マ

・�

都
城
島
津
家
当
主
の
「
武
士
の
た
し

な
み
」

・「
武ぶ

ち治
」
か
ら
「
文ぶ
ん
ち治

」
の
時
代
へ

・
文
武
両
道
の
実
践

・
島
津
家
当
主
の
文
芸

関連イベント
特別展講演会（無料）

（2016島津発祥まつり関連事業）

●内　容　近世島津家を支えた文芸の力
　　　　　−いくさなき世の武士のたしなみ−
●講　師　立教大学文学部教授　鈴木彰さん
●期　日　11月13日㈰� 開場13時30分
� 開演14時
●会　場　ウエルネス交流プラザムジカホール

都 城 島 津 伝 承 館 特 別 展

狩野古信 筆「琴棋書画図屏風」池上本門寺蔵

公益財団法人永青文庫蔵　熊本県立美術館寄託池上本門寺蔵
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都城で触れる文化の秋
都 城 市 立 美 術 館 特 別 展

「
日
本
近
代
洋
画
の
巨
匠

  

和
田
英
作
展
」

会期
10月22日㈯～11月27日㈰　※月曜日休館
時間
９時～17時　※入館16時30分まで
入場料
一般 800 円（600 円）、高校・大学生 600 円
（400 円）、中学生以下無料
※（　）内は前売りなど割引料金

若
く
し
て
注
目
さ
れ
た
才
能

　

13
歳
頃
か
ら
洋
画
の
世
界
に
足
を
踏

み
入
れ
た
和
田
。
黒
田
清
輝
が
主
宰
す

る
天
真
道
場
で
学
び
、「
進
歩
の
速
さ

は
一
種
の
天
才
」
と
黒
田
が
評
し
た
よ

う
に
、素
早
く
技
術
を
吸
収
し
ま
し
た
。

　

黒
田
が
中
心
と
な
っ
て
結
成
し
た
、

新
し
い
洋
画
の
表
現
を
追
及
す
る
「
白

馬
会
」
に
も
参
加
。
同
年
、
藤
島
武
二

ら
と
共
に
東
京
美
術
学
校
西
洋
画
科
の

助
教
授
に
迎
え
ら
れ
ま
す
。

　

そ
の
後
、
３
年
間
の
フ
ラ
ン
ス
留
学

を
経
て
帰
国
し
た
和
田
は
、
展
覧
会
の

審
査
員
な
ど
を
歴
任
し
、
早
く
か
ら
洋

画
壇
の
中
心
で
活
躍
し
ま
し
た
。

関連イベント
記念講演会「日本近代洋画史における和田英作の足
跡」（無料）
●日　時　11月3日㈭　14時～ 15時30分
●場　所　中央公民館視聴覚室
●講　師　�鹿児島市立美術館副館長　山西健夫さん
●定　員　50人　※申し込み順
和田英作生誕地と大隅の自然を楽しむバスツアー
●日　時　11月11日㈮　9時～ 18時
●見学先　�松下美術館、垂水市内ゆかりの地（アトリ

エほか）、千本イチョウ、かのやばら園
●定　員　30人　※申し込み順
●料　金　3,000円（食事代など）
学芸員による作品解説
●日　時
10月29日㈯、11月12日㈯・26日㈯14時～ 15時
※入場にはチケットが必要

「薔薇」ポーラ美術館所蔵

「渡
と と う

頭の夕暮」  東京藝術大学所蔵

　

鹿
児
島
県
垂
水
市
に
生
ま
れ
、
明
治

か
ら
昭
和
に
か
け
て
日
本
近
代
洋
画
の

礎
を
築
い
た
和
田
英
作
（
１
８
７
４
～

１
９
５
９
）。
堅
実
な
写
生
を
も
と
に

し
た
穏
や
か
な
画
風
を
生
涯
守
り
続

け
、
富
士
山
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
風
景

画
や
肖
像
画
、
バ
ラ
の
静
物
画
な
ど
を

情
感
豊
か
に
描
き
ま
し
た
。
今
回
は
、

そ
の
作
品
約
90
点
を
展
示
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ　

市
立
美
術
館　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

☎
25

－

１
４
４
７

日
本
洋
画
壇
の
重
鎮

　

要
職
を
務
め
る
一
方
で
、
自
身
も
画

家
と
し
て
、
文
展
や
白
馬
会
へ
の
出
品

を
続
け
ま
し
た
。
２
度
目
の
留
学
の
後

も
中
央
画
壇
で
活
躍
。
黒
田
が
他
界
す

る
と
、
そ
の
後
継
者
と
し
て
時
代
の
け

ん
引
役
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
画
家
と
し
て
初
め
て
東
京
美

術
学
校
校
長
に
就
任
し
、
教
育
者
と
し

て
も
優
れ
た
業
績
を
残
し
ま
し
た
。

　

美
術
界
の
指
導
者
と
し
て
、
独
自
の

洋
画
表
現
の
追
求
や
、
日
本
洋
画
の
基

礎
を
確
立
し
た
功
績
が
評
価
さ
れ
、
昭

和
18
年
（
１
９
４
３
）
に
文
化
勲
章
を

受
章
し
て
い
ま
す
。
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ふれあいアンケート結果
 第11回都城市市民意識調査 

　市では、市民の皆さんの意見を市政に反映させるため、6月に「都城市市民意識調査（ふれあい
アンケート）」を実施しました。調査に協力いただいた皆さん、ありがとうございました。
　今回は、20歳から79歳までの約12万人の市民の中から無作為に選んだ4,000人を対象に、本市
の住み心地や総合計画、住宅用火災警報器、公立公民館、こころの健康、子育て支援と少子化対策、
都城市総合文化ホール、市政に対する意見について調査を行いました。
　回答者は1,349人で、回答率は33.7％でした。なお、詳細な結果を、市ホームページで紹介してい
ます。

◎問い合わせ　秘書広報課　☎23-3174

都
城
の「
住
み
心
地
」

性別 回答者 比率

男　性 560人 41.5%

女　性 769人 57.0%

無回答 20人 1.5%

計 1,349人 100.0%

●男女別
年代 回答者 比率

20　代 99人 7.3%

30　代 148人 11.0%

40　代 189人 14.0%

50　代 248人 18.4%

60　代 367人 27.2%

70　代 280人 20.8%

無回答 18人 1.3%

計 1,349人 100.0%

●年代別 ●地区別
地区 回答者 比率

姫　城 113人 8.4%

小松原 94人 7.0%

妻ケ丘 156人 11.6%

祝　吉 146人 10.8%

五十市 138人 10.2%

横　市 113人 8.4%

沖　水 108人 8.0%

志和池 53人 3.9%

地区 回答者 比率

庄　内 54人 4.0%

西　岳 18人 1.3%

中　郷 72人 5.3%

山之口 64人 4.7%

高　城 71人 5.3%

山　田 66人 4.9%

高　崎 48人 3.6%

無回答 35人 2.6%

計 1,349人 100.0%

●
解
説

　

本
市
の
住
み
心
地
に
つ
い
て
は
、

88
・
５
㌫
の
人
が
「
住
み
や
す
い
」、

「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
住
み
や
す
い
」

と
回
答
し
て
い
て
、
前
年
度
よ
り
１
ポ

イ
ン
ト
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

年
代
別
で
見
る
と
「
住
み
や
す
い
」

「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
住
み
や
す
い
」

と
回
答
し
た
人
は
60
代
の
90
・
２
㌫
が

最
も
多
く
、
次
い
で
40
代
、
50
代
の
順

と
な
っ
て
い
ま
す
。

●
解
説

　

回
答
者
の
う
ち
、79
・
３
㌫
の
人
が

「
い
ま
住
ん
で
い
る
と
こ
ろ
に
住
み
続

け
た
い
」、「
市
内
の
別
の
地
域
に
住
み

た
い
」と
回
答
し
て
、前
年
度
の
調
査
よ

り
３
ポ
イ
ン
ト
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

地
区
別
で
見
る
と
「
志
和
池
」
の

79
・
２
㌫
が
最
も
多
く
、次
い
で「
中
郷
」

の
76
・
４
㌫
、「
五
十
市
」
の
76
・
１
㌫
、

「
横
市
」
の
75
・
２
㌫
、「
山
之
口
」
の

75
㌫
の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。

都
城
の
住
み
心
地
を
ど

う
感
じ
て
い
ま
す
か

Q

こ
れ
か
ら
も
都
城
に
住

み
続
け
た
い
で
す
か

Q

住みやすい
41.0%

無回答　2.1%

無回答　2.8%

住みにくい　2.1%

どちらかといえば
住みやすい

47.5%

いま住んでいるところに
住み続けたい

69.6%

市内の別の地域
に住みたい

9.7%

市内には
住みたくない

2.1% わからない
15.8%

どちらかといえば
住みにくい

7.3%
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総
合
計
画

住
宅
用
火
災
警
報
器

●
解
説

　
「
と
て
も
満
足
し
て
い
る
」「
満
足
し

て
い
る
」
の
合
計
で
最
も
高
か
っ
た
項

目
は
「
医
療
・
救
急
体
制
の
充
実
」
で

52
・
６
㌫
と
な
り
ま
し
た
。
次
い
で「
消

防
・
救
急
体
制
の
確
立
」
50
・
９
㌫
の

順
と
な
っ
て
い
ま
す
。
逆
に
満
足
度
の

合
計
が
低
か
っ
た
項
目
は
「
雇
用
の
拡

大
」
が
最
も
低
く
13
・
６
㌫
と
な
っ
て

い
て
、「
中
山
間
地
域
対
策
の
充
実
」

●
解
説

　

消
防
法
の
規
定
で
設
置
が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
る
、
警
報
器
の
設
置
状
況
に

つ
い
て
調
査
し
ま
し
た
。

　

警
報
器
を
「
設
置
し
て
い
る
」
と
の

回
答
は
72
・
４
㌫
で
、
そ
の
中
で
製
造

ま
た
は
、
設
置
し
て
か
ら
「
10
年
を
目

安
に
交
換
が
必
要
で
あ
る
」
こ
と
を

知
っ
て
い
た
人
は
40
㌫
、
さ
ら
に
、
最

近
半
年
間
に
「
作
動
確
認
を
し
た
こ
と

が
あ
る
」
と
回
答
し
た
人
は
18
・
１
㌫

で
し
た
。
逆
に
、「
設
置
し
て
い
て
作

動
確
認
を
し
た
こ
と
が
な
い
人
」
は
、

「
方
法
は
知
っ
て
い
る
が
、
確
認
を
し

た
こ
と
が
な
い
人
」
を
含
め
て
54
・
２

㌫
と
な
っ
て
い
ま
す
。

住
宅
用
火
災
警
報
器

（
以
下
、
警
報
器
）
を

設
置
し
て
い
ま
す
か 

Q
警
報
器
は
、
製
造
ま
た

は
、
設
置
か
ら
10
年
を

目
安
に
交
換
が
必
要
な

こ
と
を
知
っ
て
い
ま
す

か

Q

警
報
器
を
設
置
し
て
い

な
い
理
由
は
何
で
す
か 

Q

現
在
、
本
市
が
進
め
る
新
た
な
総
合
計
画
の
策
定
に
つ
い
て
、

43
項
目
の
満
足
度
や
今
後
の
重
要
度
を
ど
の
よ
う
に
感
じ
て
い

ま
す
か
（
上
位
６
項
目
） 
Q

14
・
８
㌫
、「
少
子
化
対
策
」
14
・
９
㌫
、

「
魅
力
あ
る
市
街
地
の
整
備
」
の
16
・
８

㌫
が
そ
れ
ぞ
れ
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
と
て
も
重
要
で
あ
る
」「
重

要
で
あ
る
」
の
合
計
で
最
も
高
か
っ
た

項
目
は
「
医
療
・
救
急
体
制
の
充
実
」

で
80
・
４
㌫
と
な
り
ま
し
た
。
次
い
で
、

「
消
防
・
救
急
体
制
の
確
立
」
77
・
４
㌫

の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。

無回答　1.2%

設置している
72.4%

知っている
40.0%

知らない
32.7%

無回答
27.3% 設置していない

26.4%

経済的な負担が
大きい

29.5%

必要性を
感じない
20.8% 設置の義務を

知らなかった
28.9%

その他
20.8%

医療・救急体制の充実

消防・救急体制の確立

高齢者福祉の充実

雇用の拡大

子育て支援の推進

社会保障制度の充実

とても重要である 重要である

ふれあいアンケート結果

44.6%

45.3%

40.0%

38.8%

36.0%

34.7%

8.0%

5.6%

3.6%

4.4%

4.3%

3.6%

医療・救急体制の充実

消防・救急体制の確立

自然環境の保全

健康づくりの推進

上下水道の整備

学校教育の充実

とても満足している 満足している

36.9%

42.6%

44.9%

34.0%

38.3%

43.3%

43.5%

34.8%

31.7%

42.2%

37.6%

32.6%
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公
立
公
民
館

こ
こ
ろ
の
健
康

こ
れ
ま
で
に
公
立
公
民

館
（
地
区
公
民
館
）
を

利
用
し
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
か 

Q

「
こ
こ
ろ
の
悩
み
」
の

相
談
先
を
知
っ
て
い
ま

す
か 

Q
悩
み
の
相
談
先
と
し
て

知
っ
て
い
る
窓
口
は
ど

こ
で
す
か 

Q

公
立
公
民
館
を
利
用
し

た
目
的
は
何
で
す
か 

Q

自
殺
で
亡
く
な
っ
た
人

は
、
う
つ
病
の
人
が
多

い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

「
う
つ
病
の
サ
イ
ン
」
を

知
っ
て
い
ま
す
か 

Q

●
解
説

　

公
立
公
民
館
で
の
活
動
実
態
、
意
向

な
ど
を
調
査
し
、
今
後
の
施
設
整
備
の

参
考
に
す
る
た
め
に
調
査
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
に
「
公
立
公
民
館
を
利
用

し
た
こ
と
が
あ
る
」
と
回
答
し
た
人
は

65
・
９
㌫
と
な
っ
て
い
て
、
利
用
し
た

目
的
と
し
て
１
番
多
か
っ
た
の
は
「
話

し
合
い
・
会
議
」
の
25
・
４
㌫
で
し
た
。

次
い
で
「
地
区
ま
つ
り
な
ど
の
イ
ベ
ン

ト
」
24
㌫
、「
各
種
講
演
会
・
研
修
会
・

説
明
会
」
13�

・
９
㌫
の
順
に
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
平
成
27
年
中
の
利
用
回

●
解
説

　

市
民
の
皆
さ
ん
の「
こ
こ
ろ
の
健
康
」

を
保
つ
た
め
の
手
段
な
ど
に
つ
い
て
調

査
し
ま
し
た
。

　
「
こ
こ
ろ
」
の
悩
み
に
つ
い
て
、
そ

の
相
談
先
を
「
知
っ
て
い
る
」
人
は

38
・
６
㌫
、「
知
ら
な
い
」
人
は
、

58
・
８
㌫
と
知
ら
な
い
人
が
多
い
結
果

と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、「
う
つ
病
の

サ
イ
ン
を
知
っ
て
い
ま
す
か
」
の
問
い

に
対
し
て
は
、「
よ
く
知
っ
て
い
る
」「
少

し
は
知
っ
て
い
る
」
の
合
計
が
73
・
２

㌫
と
な
り
ま
し
た
。

ある
65.9%

ない
31.9%

無回答　2.2%

よく
知っている
12.7%

少しは知っている
60.5%

知らない
21.8%

無回答　5.0%

話し合い・会議
25.4%

地区のまつりな
どのイベント
24.0%各種講演会・

研修会・説明会
13.9%

生涯学習講座・
教室
9.9%

無回答
22.5%その他

2.8%

各種相談
1.5%

知っている
38.6%

知らない
58.8%

無回答　2.6%
30.8％

22.2％

13.1％

12.2％

11.0％

5.9％

3.6％

精神科・心療内科

こころの電話相談

自殺防止電話相談

市役所

保健所

県精神保健福祉センター

精神科以外の医療機関

数
で
最
も
多
か
っ
た
の
は
「
年
に
数
回

程
度
」
と
の
回
答
で
、
52
㌫
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

公
民
館
利
用
の
際
に
あ
る
と
い
い
設

備
は
、「
多
目
的
ホ
ー
ル
」
19
㌫
、「
図

書
コ
ー
ナ
ー
」
16
・
７
㌫
、「
自
由
に
談

話
で
き
る
空
間
」
16
・
５
㌫
と
な
り
ま

し
た
。

　

ま
た
、
公
立
公
民
館
が
実
施
す
る
事

業
で
、
参
加
し
て
み
た
い
と
思
う
も
の

は
「
健
康
に
関
す
る
事
業
」
の
25
・
８

㌫
が
最
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
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子
育
て
支
援
と
少
子
化
対
策

都
城
市
総
合
文
化
ホ
ー
ル（
Ｍ
Ｊ
）の
利
用

子
育
て
し
や
す
い
、
ま

た
は
、
子
育
て
に
優
し

い
ま
ち
だ
と
思
い
ま
す

か 

Q

Ｍ
Ｊ
を
利
用
、
ま
た
は

来
館
し
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
か 

Q
利
用
、
ま
た
は
来
館
し

た
目
的
は
何
で
す
か 

Q

「
あ
ま
り
思
わ
な
い
」、「
そ

う
は
思
わ
な
い
」と
回
答

し
た
人
が
そ
の
よ
う
に

思
う
理
由

Q

催
し
物
な
ど
の
情
報
を

ど
の
よ
う
に
手
に
入
れ

て
い
ま
す
か 

Q

●
解
説

　

本
市
は
、
平
成
26
年
度
に
「
都
城
市

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
」
を

策
定
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
子
育
て
支
援
事

業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で

の
事
業
効
果
を
検
証
し
、
更
な
る
取
り

組
み
の
参
考
と
す
る
た
め
に
調
査
し
ま

し
た
。

　

本
市
は
子
育
て
し
や
す
い
、
子
育
て

に
優
し
い
ま
ち
で
あ
る
か
と
い
う
問
い

に
対
し
て
「
そ
う
思
う
」「
や
や
思
う
」

●
解
説

　

過
去
１
年
間
に
Ｍ
Ｊ
を
利
用
、ま
た

は
来
館
し
た
こ
と
の
あ
る
人
は
、54
・
４

㌫
で
し
た
。逆
に
、全
く
な
い
と
回
答
し

た
人
は
42
㌫
と
な
っ
て
い
て
、そ
の
理

由
は「
あ
ま
り
関
心
が
な
い
」が
19
・
７

㌫
と
最
も
多
く
、次
い
で「
魅
力
あ
る
公

演
や
講
座
が
な
い
」16
・
３
㌫
、「
時
間
が

取
れ
な
い
」14
・
７
㌫
の
順
と
な
っ
て
い

ま
す
。

と
答
え
た
人
は
、
46
・
２
㌫
と
な
っ
て

い
ま
す
。
逆
に
、「
あ
ま
り
思
わ
な
い
」

「
そ
う
思
わ
な
い
」
と
答
え
た
人
は
、

16
・
６
㌫
と
な
っ
て
い
て
、
そ
の
理
由

は
「
育
児
と
仕
事
を
両
立
で
き
る
体
制

が
整
っ
て
い
な
い
」
が
16
・
７
㌫
と
最

も
多
く
、
次
い
で
「
乳
幼
児
医
療
費
助

成
制
度
な
ど
、
子
育
て
世
帯
へ
の
経
済

的
支
援
が
不
十
分
」
16
㌫
の
順
と
な
っ

て
い
ま
す
。

そう思う
16.4%

やや思う
29.8%どちらともいえない

31.2%

あまり思わない
11.6%

そうは思わない
5.0%

無回答　6.0%

育児と仕事を
両立できる体制が
整っていない

16.7%
その他
33.0% 乳幼児医療費

助成制度など、
経済的支援が
不十分
16.0%

子連れで利用
できる公園
などが不十分
13.6%

保育所、幼稚園、認定こども園
などが充実していない
　　　　10.7%

小児医療体制が
充実していない
10.0%

市の広報紙
20.3%

テレビ
10.2%

その他
37.1%

家族や友人
18.0%

ポスター・チラシ
14.4%

ふれあいアンケート結果

１〜２回
25.7%

３〜５回
23.4%

６回以上
26.4%

全くない
21.7%

無回答　2.8%

コンサート・演劇・
講演会などの鑑賞

62.0％

体験講座への参加
3.9％

創作室・
ワークルーム・
会議室などの利用

9.8％

催し物への出演
8.9％

レストランの利用
7.1％

駐車場の利用
4.6％

その他　3.7％
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自
治
公
民
館
の
活
動

　

市
内
に
は
、
自
治
公
民
館
が
３
０
３

組
織
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
が
抱
え

る
課
題
の
解
決
に
向
け
て
、
住
民
同
士

で
話
し
合
い
、
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

公
民
館
長
を
中
心
に
、
壮
年
部
や
女

性
部
、
子
ど
も
会
な
ど
と
連
携
し
な
が

ら
、
防
災
や
防
犯
、
環
境
美
化
、
健
康

福
祉
、
教
育
、
伝
統
・
文
化
、
地
域
住

民
の
親
睦
・
交
流
な
ど
、
地
域
の
実
情

に
合
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。

●
減
災
・
防
災
活
動

　

東
日
本
大
震
災
以
降
、
注
目
さ
れ
る

の
が
住
民
間
の
助
け
合
い
「
共
助
」。

　

公
的
機
関
の
支
援
活
動
が
行
わ
れ
る

ま
で
の
間
、
救
助
や
避
難
に
お
い
て
、

自
主
的
な
住
民
同
士
の
助
け
合
い
な
ど
、

地
域
の
自
治
組
織
が
大
き
な
役
割
を
果

た
し
た
こ
と

が
報
道
さ
れ

ま
し
た
。

　

市
内
で
は
、

避
難
訓
練
な

ど
の
減
災
・
防

災
活
動
を
積

極
的
に
行
っ

て
い
る
自
治

公
民
館
も
あ

り
ま
す
。

●
地
域
の
宝
「
子
ど
も
」
を
守
る
活
動

　

地
域
の
宝
で
あ
る
子
ど
も
た
ち
を
、

犯
罪
や
事
故
か
ら
未
然
に
守
る
た
め
、

巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル
や
、
登
下
校
時
の
見

守
り
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
高
齢
者
の
見
守
り
と
健
康
づ
く
り
活
動

　

地
域
の
高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
よ
う
、
訪
問
や
見
守
り
活

動
の
ほ
か
、
敬
老
会
な
ど
住
民
と
交
流

し
て
楽
し
む
機
会
を
企
画
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
い
つ
ま
で
も
元
気
で
過
ご
す

た
め
、
こ
け

な
い
体
づ
く

り
講
座
や
料

理
教
室
な

ど
、
健
康
づ

く
り
に
役
立

つ
楽
し
い
研

修
会
も
開
催

し
て
い
ま

す
。

「絆」広げる、自治公民館
　市民一人一人の願いは、毎日を安全・安心に、楽しく過ごすこと。
地域に住む人同士で協力し合い、そのような毎日をつくるのが自治公民館の活動です。
みんなで参加して、魅力ある地域づくりに取り組んでみませんか。

◎問い合わせ　コミュニティ課　☎ 23-7146
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「絆」広げる、自治公民館

●
安
心
・
安
全
な
地
域
を
つ
く
る
活
動

　

防
犯
灯
の
設
置
・
維
持
管
理
や
、
地

域
内
の
危
険
箇
所
の
確
認
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。

●
き
れ
い
な
地
域
を
つ
く
る
活
動

　

高
齢
者
や
子
ど
も
た
ち
の
集
う
公
園

や
道
路
な
ど
が
、

見
通
し
よ
く
安

全
に
利
用
で
き

る
よ
う
、
草
刈

り
や
ご
み
拾
い

な
ど
の
清
掃
活

動
を
定
期
的
に

実
施
。

　

ま
た
、
清
潔

で
衛
生
的
な
生

活
環
境
を
守
る
た
め
、
リ
サ
イ
ク
ル
置

き
場
の
維
持
管
理
や
、
河
川
な
ど
の
清

掃
活
動
も
行
っ
て
い
ま
す
。

●
触
れ
合
い
な
が
ら
楽
し
む
活
動

　

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め
る
夏

ま
つ
り
や
運
動
会
、
文
化
祭
、
ミ
ニ

バ
レ
ー
ボ
ー

ル
大
会
な
ど

の
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
し
て
、

世
代
を
越
え

た
地
域
住
民

の
親
睦
・
交

流
を
盛
ん
に

行
っ
て
い
ま

す
。

インタビュー

お互いを支え合うのが、地域づくりの第1歩

　自治公民館では、夏
祭りや運動会、敬老会
など、子どもからお年
寄りまで、楽しんで参
加できるようなイベン
トを行っています。そ
のほか、ごみの分別処
理対策や、防犯灯の設
置・維持管理、道路や

公園の草刈りなど、みんなで安全で安心な地
域をつくる活動もしています。
　また、市自治公民館連絡協議会では、各自治公
民館のさまざまな課題を共有して話し合ったり、
それぞれの地域の安全で安心な生活を維持する
ため、行政機関などと協議したりしています。
　自治公民館に未加入の世帯も見られます
が、「地域をみんなで支え合おう」という
理念を理解してもらい、一緒に地域を盛り上
げていけるよう、自治公民館への加入促進を
図っています。

市自治公民館連絡協議会会長

坂元　晃さん（五十町）

自
治
公
民
館
の
加
入
促
進

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す

　

市
で
は
、「
豊
か
で
明
る
く
住

み
よ
い
地
域
づ
く
り
」
を
目
標
に

掲
げ
、
市
自
治
公
民
館
連
絡
協
議

会
、
都
城
宅
地
建
物
取
引
業
協
同

組
合
と
連
携

し
て
、
自
治

公
民
館
へ
の

加
入
促
進
に

取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

●
文
化
の
継
承
活
動

　

六
月
灯
や
十
五
夜
、オ
ネ
ッ
コ
な
ど

の
伝
統
行
事
の
継
承
や
、地
域
に
古
く

か
ら
伝
わ
る
俵
踊
り
・
奴
踊
り
な
ど
の

民
俗
芸
能
の
伝
承
活
動
な
ど
を
行
っ
て

い
る
自
治
公
民
館
も
あ
り
ま
す
。子
ど

も
ら
は
、地
域
の
大
人
か
ら
指
導
を
受

け
、運
動
会
な
ど

の
学
校
行
事
や
、

地
域
行
事
な
ど

で
披
露
し
て
い

ま
す
。地
域
一
体

と
な
っ
た
文
化

の
継
承
活
動
が

子
ど
も
ら
の
健

全
育
成
に
も
役

立
っ
て
い
ま
す
。

「
絆
」
を
広
げ
る

　

地
域
は
、さ
ま
ざ
ま
な
業
種
の
人
や
、

技
術
・
知
識
を
持
っ
た
人
た
ち
が
い
る

ま
さ
に
「
人
材
の
宝
庫
」。
協
力
し
合

う
こ
と
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
解
決

し
て
い
ま
す
。

●
ま
ず
は
、
参
加
し
て
み
ま
し
ょ
う

　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
絆
づ
く
り
の

第
一
歩
は
、
一
人
一
人
が
地
域
の
活
動

に
参
加
す
る
こ
と
で
す
。

　

あ
な
た
も
自
治
公
民
館
の
活
動
に
参

加
し
て
、
住
み
よ
い
魅
力
あ
る
地
域
づ

く
り
の
仲
間
に
な
り
ま
せ
ん
か
。

※�

活
動
内
容
や
時
期
な
ど
詳
し
く
は
、

自
治
公
民
館
や
地
域
が
発
行
し
て
い

る
お
知
ら
せ
な
ど
で
確
認
く
だ
さ
い

●
一
緒
に
活
動
し
て
み
ま
せ
ん
か

　

自
治
公
民
館
が
取
り
組
む
活
動
は
、

地
域
に
住
む
人
同
士
の
支
え
合
い
が
な

け
れ
ば
成
り
立
ち
ま
せ
ん
。
日
頃
の
声

掛
け
や
あ
い
さ
つ
を
通
し
て
お
互
い
を

知
る
こ
と
に
よ
り
、
生
活
し
や
す
く

な
っ
た
り
、
協
力
し
合
っ
た
り
す
る
こ

と
が
容
易
に
な
り
ま
す
。

　

活
動
に
参
加
し
て
い
な
い
人
や
、
公

民
館
に
加
入
し
て
い
な
い
人
に
、
行
事

な
ど
へ
の
参
加
を
促
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

ト
ピ
ッ
ク
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文
化
の
ま
ち
づ
く
り
の
拠
点
施
設

　

開
館
か
ら
こ
れ
ま
で
の
間
、
文
化
の

ま
ち
づ
く
り
の
拠
点
と
し
て
、
表
現
発

表
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
を
提

供
し
て
き
た
Ｍ
Ｊ
。

　

全
て
の
人
に
開
か
れ
た
多
機
能
総
合

文
化
施
設
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
コ
ン

サ
ー
ト
や
劇
な
ど
を
誘
致
し
、
市
民
の

皆
さ
ん
に
音
楽
や
舞
台
芸
術
に
触
れ
て

も
ら
う
機
会
を
提
供
し
て
き
ま
し
た
。

市
民
と
共
に
歩
ん
で
き
た
10
年

　

こ
れ
ま
で
市
民
の
皆
さ
ん
や
団
体
が

出
演
す
る
芝
居
や
合
唱
の
ほ
か
、
市
民

参
加
の
舞
台
な
ど
も
多
数
上
演
。

　
「
ホ
ー
ル
附
属
合
唱
団
あ
さ
ぎ
り
」

や
、
３
歳
か
ら
小
学
４
年
生
で
構
成
す

る
「
Ｍ
Ｊ
う
た
倶
楽
部
キ
ッ
ズ
」
の
ほ

か
、
市
民
が
演
じ
手
や
裏
方
と
し
て
舞

台
芸
術
に
関
わ
る
こ
と
で
、
観
覧
者
に

演
技
や
表
現
を
見
て
も
ら
う
こ
と
の
喜

び
を
感
じ
て
も
ら
っ
た
り
、
作
品
を
完

成
さ
せ
る
充
実
感
な
ど
を
感
じ
て
も
ら

っ
た
り
す
る
機
会
を
創
出
。
文
化
の
裾

野
を
広
げ
て
き
ま
し
た
。

「
Ｍ
Ｊ 
開
館
10
周
年
記
念
フ
ェ
ス
タ
」
を
開
催

　

開
館
10
周
年
を
記
念
し
て
、
み
ん
な

が
、
歌
や
ダ
ン
ス
で
Ｍ
Ｊ
の
舞
台
に
立

つ
こ
と
が
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
。

ま
た
、
気
軽
に
芸
術
文
化
を
体
験
で
き

る
講
座
も
開
催
し
ま
す
。

※�

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
内
容
や
金
額
な
ど
詳

し
く
は
、Ｍ
Ｊ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
、

各
世
帯
に
配
布
す
る
チ
ラ
シ
で
確
認

く
だ
さ
い

【
ダ
ン
ス
の
日
】

日
時　

10�
月
22
日
㈯

内
容
　
市
民
参
加
の
ダ
ン
ス
発
表
公
演

【
音
楽
の
日
】

日
時　

10
月
23
日
㈰

内
容　

終
身
名
誉

館
長
の
服は
っ
と
り部

克か
つ
ひ
さ久

さ
ん
を
ゲ
ス
ト
に

迎
え
、
市
民
参
加

の
演
奏
会
を
開

催
。
開
館
10
周
年

に
花
を
添
え
ま
す

都
城
市
総
合
文
化
ホ
ー
ル

開
館
10
周
年

　

平
成
18
年
10
月
に
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
し
た
都
城
市
総
合
文
化
ホ
ー
ル
（
愛
称
：

Ｍ
Ｊ
）
が
、
開
館
10
周
年
を
迎
え
ま
す
。
今
回
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
親
し
ま
れ
て

き
た
同
館
の
こ
れ
ま
で
と
、
10
周
年
を
記
念
し
た
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ　

生
活
文
化
課　
　
　

☎
23

－

２
１
３
２

総
合
文
化
ホ
ー
ル　

☎
23

－

７
１
４
０

　
記念フェスタを見に来てね！

　開館10周年記念フェスタで
は、ＭＪうた倶楽部キッズも出
演。メンバーの宇崎千絢さんは、
クラブの活動を通して、表現する
ことや歌うことの喜びに触れな
がら、伸び伸びと成長していま
す。「たくさんの人に楽しい歌や
表現を見てほしい」。公演に向け
て夢が膨らみます。

記念イベント情報

愛称の「ＭＪ」には、Miyakonojo（都城）の略のほか、「Ｍ」には
Music（音楽）とMind（こころづくり）、「Ｊ」にはJoy（喜び）
とJoin（参加する）の意味も込められています。

大ホール（1,461人収容）

宇
う ざ き

崎　千
ち ひ ろ

絢さん
（中原町・５歳）
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地
域
待
望
の
施
設

　

志
和
池
最
終
処
分
場
第
１
期
埋
め
立

て
跡
地
の
有
効
活
用
と
、
市
民
の
皆
さ

ん
の
健
康
増
進
に
役
立
て
て
も
ら
お
う

と
、
整
備
を
検
討
。
住
民
代
表
者
で
構

成
さ
れ
た
検
討
委
員
会
が
、
幅
広
い
年

代
の
人
た
ち
の
交
流
や
健
康
増
進
に
役

立
つ
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
、
子
育
て
世
代

の
利
用
を
想
定
し
た
遊
具
の
整
備
に
つ

い
て
地
域
の
要
望
を
元
に
意
見
を
出
し

合
い
ま
し
た
。

施
設
の
概
要

●
場
所

志
和
池
最
終
処
分
場
内
（
上
水
流
町
）

●
ア
ク
セ
ス

自
動
車
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
南
側

か
ら
の
み
。歩
行
者
お
よ
び
自
転
車
は
、

国
道
２
２
１
号
か
ら
も
入
場
可

●
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

全
18
ホ
ー
ル
（
７
３
９
㍍
）

●
遊
具
広
場　

年
齢
に
合
せ
て
遊
べ
る

コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
遊
具
を
設
置
し
た

広
場

●
多
目
的
広
場　

さ
ま
ざ
ま
な
用
途
に

使
え
る
広
場
。
遠
足
な
ど
で
占
有
を
希

望
す
る
場
合
は
、
要
予
約

●
遊
歩
道　

８
６
７
㍍

●
駐
車
場　

１
０
０
台

●
駐
輪
場　

20
台

●
利
用
時
間

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場　

９
時
～
16
時
30
分

そ
の
他　

８
時
30
分
～
17
時

●
利
用
料
金
（
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
の
み
）

高
校
生
以
上　

２
０
０
円

小
中
学
生　

１
０
０
円

※
１
日
・
道
具
代
込
み

●
定
休
日　

毎
週
水
曜
日
、
年
末
年
始

（
12
月
29
日
～
１
月
３
日
）

　

志
和
池
中
央
ふ
れ
あ
い
広
場
が

完
成
し
ま
し
た

　

市
が
整
備
を
進
め
て
い
た「
志
和
池
中
央
ふ
れ
あ
い
広
場
」が
完
成
し
、10
月
15
日

㈯
13
時
か
ら
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
や
コ
ン
ビ
ネ
ー

シ
ョ
ン
遊
具
広
場
、多
目
的
広
場
な
ど
か
ら
な
る
こ
の
公
園
は
、幅
広
い
年
代
の
皆

さ
ん
に
安
心
し
て
利
用
し
て
も
ら
え
る
施
設
で
す
。ぜ
ひ
、利
用
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ　
　

環
境
施
設
課　

☎
23

－

３
３
１
９（
10
月
14
日
㈮
ま
で
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

広
場
管
理
棟　

☎
36

－

２
３
１
１（
10
月
15
日
㈯
以
降
）

インタビュー

志和池地区自公連会長

今村　寛
ひろひで

秀さん

　健康増進に役立ち、子
育て世代が楽しめる広場が
完成したことに合わせて、
施設を活用したイベントの
企画を検討していきます。
　さまざまな年代、たくさ
んの人々の交流の場として、
また、環境の大切さを訴え
掛ける施設として、地域内
外に利用を呼び掛けてい
きたいです。

多目的広場 コンビネーション
遊具広場

管理棟パークゴルフ場 駐車場
100台

施 設 レ イ ア ウト

案内
標識

↓至都城市街

志和池
郵便局

700m

350m

↑至小林・高崎

←至山田

至高城
国道10号

↓

志和池
小学校
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認
定
に
よ
り
、
入
所
で
き
る

施
設
が
決
ま
り
ま
す

　

市
内
に
は
公
立
・
法
人
立
を
合
わ
せ

て
、
保
育
所
が
48
園
、
幼
稚
園
が
８
園
、

認
定
こ
ど
も
園
が
28
園
あ
り
ま
す
。

　

保
育
所
は
、
就
労
な
ど
の
た
め
に
家

庭
で
保
育
で
き
な
い
保
護
者
に
代
わ

り
、保
育
す
る
施
設
で
す
。
幼
稚
園
は
、

小
学
校
以
降
の
基
礎
と
な
る
幼
児
期
の

教
育
を
行
う
施
設
で
す
。
ま
た
、
認
定

こ
ど
も
園
は
、
保
育
と
教
育
を
一
体
的

に
行
う
施
設
で
す
。

　

保
育
所
な
ど
へ
入
所
す
る
に
は
、保
育

の
必
要
性
の
有
無
と
、子
ど
も
の
年
齢
に

応
じ
て
３
つ
に
区
分
さ
れ
た
認
定（
１
～

３
号
認
定
）に
基
づ
き
、希
望
す
る
施
設

へ
の
申
し
込
み
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　

下
図
「
入
所
手
続
き
の
流
れ
」
を
参

考
に
、期
間
内
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

平
成
29
年
４
月
か
ら

　

０
歳
～
５
歳
（
平
成
23
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
）
の
子
ど
も
の
保
育
や
教
育
を

希
望
す
る
皆
さ
ん
は
、
入
所
の
申
し
込
み
手
続
き
が
必
要
で
す
。

◎
問
い
合
わ
せ　

保
育
課　

☎
23

－
４
８
９
４

入
所
申
し
込
み
手
続
き
の
方
法

１
号
認
定　

３
歳
以
上
の
子
ど
も
で
教

育
を
希
望
す
る
場
合
は
、
直
接
、
幼
稚

園
な
ど
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

２
・
３
号
認
定　

保
護
者
の
就
労
な
ど

に
よ
り
保
育
を
必
要
と
す
る
場
合
は
、

保
育
課
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※�

入
所
を
希
望
す
る
保
育
所
な
ど
は
、

第
３
希
望
ま
で
選
べ
ま
す

●
受
け
付
け

期
間　

11
月
１
日
㈫
～
12
月
16
日
㈮

※�

10
月
31
日
以
前
は
、
受
け
付
け
し
ま

せ
ん
。
期
間
以
降
も
受
け
付
け
ま
す

が
、
期
間
内
の
申
込
者
を
優
先

場
所　

入
所
を
希
望
す
る
保
育
所
、
認

定
こ
ど
も
園
、
保
育
課

※�

各
総
合
支
所
市
民
生
活
課
、
各
地
区

市
民
セ
ン
タ
ー
で
は
受
け
付
け
し
ま

せ
ん

●
申
込
書
配
布

　

入
所
を
希
望
す
る
保
育
所
、
認
定
こ

ど
も
園
、
保
育
課
、
各
総
合
支
所
市
民

生
活
課
で
10
月
13
日
㈭
か
ら
配
布

●
入
所
の
決
定

　

２
・
３
号
認
定
は
、
市
が
入
所
の
調

整
を
行
い
、
保
育
の
必
要
性
が
高
い
入

所
希
望
者
の
順
に
決
定
し
ま
す
。
定
員

を
超
え
た
場
合
は
、
希
望
す
る
施
設
に

入
れ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

※�

保
育
所
の
連
絡
先
な
ど
詳
し
く
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
く
だ
さ
い

平
成
29
年
４
月
入
所
以
外
の

申
し
込
み

　

入
所
日
は
、
原
則
と
し
て
毎
月
１

日
、
ま
た
は
16
日
で
す
。
入
所
を
希
望

す
る
月
の
前
月

１
日
ま
で
に
申

し
込
み
く
だ
さ

い
。
定
員
に
達

し
て
い
る
場
合

は
入
所
で
き
な

い
こ
と
も
あ
り

ま
す
。�

入
所
を

希
望
す
る

皆
さ
ん
へ

保
育
所

認
定
こ
ど
も
園

幼
稚
園

就労、求職、妊娠や出産、疾病、障がい、介護、就学など
 保育を必要とする事由

 入所手続きの流れ 

　一部の施設では、保育士不足などの理由で入所できない状況が
続いています。市では、保育士資格を持つ人の復職を支援するセミ
ナーなどを実施してます。保育士などの資格を生かして働きたい人
は、保育課まで問い合わせください。 

資格を生かして働いてみませんかトピック

必要に応じ
て、一時預
かりなどの
サービス利
用可

【認定外】 

幼稚園
認定こども園

【１号認定】

保育所
認定こども園

【２号認定・３号認定】 

年　齢

直接、施設へ申し込み 保育課へ申し込み

教育を希望
する しない

３歳未満 ３歳以上

年　齢

３歳未満３歳以上

該当しない 該当する
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●
日
時　

10
月
22
日
㈯　

9
時
20
分
～
15
時
30
分

●
場
所　

都
城
市
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
「
さ
い
せ
い
館
」（
下
水
流
町
）

　

今
年
の
テ
ー
マ
は
、「
ご
み
の
減
量
」。
環
境
に
ち
な
ん
だ
展
示
や
体
験
コ
ー
ナ
ー
、

リ
サ
イ
ク
ル
品
の
抽
選
販
売
な
ど
、
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
が
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。

家
族
そ
ろ
っ
て
来
場
く
だ
さ
い
。

◎
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

環
境
政
策
課　

☎
23

－

２
１
３
０

第
11
回
都
城
市
環
境
ま
つ
り

楽
し
く
学
ぼ
う
！

ソ
ー
ラ
ー
バ
ッ
タ　

親
子
製
作
教
室

●
時
間　

13
時
～
15
時

●
対
象
・
定
員　

小
学
生
の
親
子
30
組

●
参
加
料　

５
０
０
円

※�

要
申
し
込
み
。
当
日
の
製
作
は
受
け

付
け
順

廃
材
で
木
製
は
が
き
を
作
ろ
う

●
参
加
料　

１
５
０
円

オ
リ
ジ
ナ
ル
木
製
ト
レ
ー
ラ
ー
作
り

●
参
加
料　

２
０
０
円

ご
み
減
量
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
発
表

　

個
人
や
団
体
が
行
っ
て
い
る
、
ご
み

減
量
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

無
料
体
験
イ
ベ
ン
ト

・ 

古
新
聞
で
エ
コ
バ
ッ
グ
作
り

・ 

牛
乳
パ
ッ
ク
で
作

る
犬
の
散
歩
用
ペ
ー

パ
ー
ス
コ
ッ
プ

・ 

牛
乳
パ
ッ
ク
で
は

が
き
作
り
、
紙
す

き
体
験

展
示
・
そ
の
他
の
コ
ー
ナ
ー

健
康
づ
く
り
コ
ー
ナ
ー

【
肺
が
ん
・
結
核
検
診
】

●
時
間　

10
時
～
11
時
30
分

●
対
象　

市
内
在
住
で
40
歳
以
上
の
人

※
保
険
証
を
持
参

●
定
員　

80
人　

※
申
し
込
み
不
要

井
戸
水
の
硝
酸
性
窒
素
無
料
検
査

　

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
井
戸
水
を
入
れ
て

持
参
く
だ
さ
い
。
※
先
着
１
０
０
人

お
も
ち
ゃ
の
病
院

　

壊
れ
た
お
も
ち
ゃ
を
無
料
で
修
理
。

ゲ
ー
ム
機
は
対
象
外
で
、
材
料
費
が
必

要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

リ
サ
イ
ク
ル
古
本
市

　

古
本
を
一
冊
10
円
で
販
売
し
ま
す
。

抽
選
会

　

14
時
30
分
頃
か
ら
、
抽
選
会
を
行
い

ま
す
。

絵
画
展
示

　

絵
画
・
エ
コ
作
品
コ
ン
ク
ー
ル
、「
環

境
美
化
の
日
」ポ
ス
タ
ー
を
展
示
し
ま
す
。

楽
し
く
遊
ぼ
う
！

お
絵
描
き
缶
バ
ッ
ジ
・
鏡
作
成
コ
ー
ナ
ー

●
参
加
料　

４
０
０
円
～
５
０
０
円

親
子
で
作
ろ
う
紙
工
作
（
無
料
）

　

切
り
絵
、
ペ
ー

パ
ー
ク
ラ
フ
ト

を
作
り
ま
す
。

エ
ア
遊
具

●
料
金

　

５
分　

１
０
０
円

配
布
・
交
換
コ
ー
ナ
ー

　

い
ず
れ
も
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。

・ 

す
す
い
で
つ
ぶ
し
た
霧
島
酒
造
の
焼

酎
パ
ッ
ク
５
枚
を
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー

パ
ー
１
個
と
交
換

※
一
世
帯
20
個
ま
で

・ 

市
指
定
ご
み
袋
大
１
袋
分
の
つ
ぶ
し

た
ア
ル
ミ
缶
を
、
ド
レ
ス
タ
オ
ル
と

交
換

・ 

苗
木
の
無
料
配
布

リ
サ
イ
ク
ル
品
の
抽
選
販
売

　

不
用
に
な
っ
た
家
具
や
自
転
車
を
再

生
し
、
抽
選
販
売
し
ま
す
。

●
販
売
品
目　

家
具
類
、
自
転
車
（
子

ど
も
用
含
む
）、
生
活
雑
貨　

※�

詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
。

配
達
は
で
き
ま
せ
ん

●
応
募
資
格　

18
歳
以
上
の
人

●
応
募
方
法　
「
さ
い
せ
い
館
」事
務
所

で
応
募
用
紙
に
記
入
し
、応
募
箱
へ
投

函※�

電
話
、
フ
ァ
ク
ス
で
の
申
し
込
み
不

可
。
家
具
・
自
転
車
は
、
一
人
当
た

り
各
１
点
ず
つ
応
募
可
（
重
複
無
効
）

●
応
募
期
間　

10
月
9
日
㈰
か
ら
環
境

ま
つ
り
当
日
の
11
時
ま
で

※
さ
い
せ
い
館
休
館
日

　

10
月
11
日
㈫
・
16
日
㈰
・
18
日
㈫

●
抽
選
方
法　

環
境
ま
つ
り
当
日
の
13

時
頃
か
ら
、
会
場
で
発
表

※�

発
表
時
に
会
場
に
い
な
い
場
合
は
当

選
無
効
。
応
募
半
券
が
あ
れ
ば
代
理

で
も
可
。
要
当

日
支
払
い
（
後

日
の
受
け
取
り

可
）

●
問
い
合
わ
せ

さ
い
せ
い
館

☎
36

－

３
９
０
０

�

1100m

案内
標識350m

志和池
小学校

志和池
郵便局

↓至都城市街

至高城
国道10号

↓

←至山田

←
至
小
林
・
高
崎

国道
221
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まちの話題

こ
の
地
に
住
み
た
い
と
羨う

ら
やま

れ
る
都
城
に

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
と
し
て
8

月
と
9
月
、
新
た
に
二
人
が
着
任
し
ま

し
た
。移
住
定
住
の
促
進
を
支
援
す
る

鮫さ
め
じ
ま島
真
理
さ
ん（
奈
良
県
大
和
郡
山
市

出
身
・
写
真
左
）は「
都
城
を
知
っ
て
も

ら
い
、
来
て
も
ら
い
、
そ
し
て
将
来
的

に
住
ん
で
も
ら
う
た
め
に
、
積
極
的
に

情
報
を
発
信
し
て
い
き
た
い
」
と
力
を

込
め
ま
す
。ま
た
、ま
ち
な
か
再
生
を
支

援
す
る
川
畑
千
代
さ
ん（
兵
庫
県
尼
崎

市
出
身
・
同
右
）は「
こ
れ
ま
で
に
培
っ

た
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
な
ど
の
知

識
を
生
か
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
企
画
を

し
て
い
き
た
い
」
と
地
域
お
こ
し
へ
の

意
気
込
み
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

川
の
お
も
し
ろ
さ
と
大
切
さ
を
学
ぶ

河
川
環
境
の
大
切
さ
を
学
ぶ「
大
淀

川
こ
ど
も
サ
ミ
ッ
ト
」
が
８
月
21
日
、

下
沖
水
橋
河
川
敷
の
せ
せ
ら
ぎ
水
路
公

園
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。約
１
８
０
人

の
子
ど
も
ら
が
参
加
。河
川
の
ご
み
に

関
す
る
ク
イ
ズ
や
魚
の
つ
か
み
取
り
、

大
淀
川
に
自
生
す
る
水
生
生
物
の
調
査

な
ど
の
体
験
を
通
し
て
、
楽
し
み
な
が

ら
、
水
辺
の
環
境
の
大
切
さ
を
学
ん
で

い
ま
し
た
。大
塚
彩あ

や
の乃
さ
ん（
大
王
小

５
年
）
は「
川
の
濁
り
具
合
の
調
べ
方

な
ど
、
勉
強
に
な
っ
た
。い
つ
ま
で
も

き
れ
い
な
川
を
守
る
た
め
に
、
ご
み
を

捨
て
な
い
よ
う
、
み
ん
な
に
呼
び
掛
け

た
い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

地域おこし協力隊員が新たに着任

大淀川こどもサミット

き
れ
い
な
川
を
い
つ
ま
で
も

い
き
い
き
大
淀
川
ク
リ
ー
ン
大
作
戦
が
８

月
21
日
、
神
柱
公
園
周
辺
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。「
小
さ
な
親
切
」
運
動
都
城
支
部
が
毎
年

実
施
す
る
こ
の
取
り
組
み
に
、
市
内
の
企
業

や
学
校
、
公
共
団
体
な
ど
約
50
団
体
・
千
人

が
参
加
。参
加
者
ら
は
、公
園
内
を
流
れ
る
年

見
川
の
堤
防
の
草
刈
り
や
、
ご
み
拾
い
な
ど

の
清
掃
活
動
に
汗
を
流
し
て
い
ま
し
た
。

森
で
学
ぼ
う
、つ
く
ろ
う
、楽
し
も
う

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ど
ん
ぐ
り
１
０
０
０
年
の
森

を
つ
く
る
会
が
主
催
す
る
夏
の
環
境
教
室
が

８
月
27
日
、ど
ん
ぐ
り
村（
上
水
流
町
）で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。子
ど
も
ら
は
、ロ
ー
プ
を
使
っ

て
木
に
登
っ
た
り
、竹
で
水
鉄
砲
を
作
っ
た
り

し
て
、自
然
を
満
喫
。ま
た「
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー

ム
」で
は
、森
の
生
き
物
に
触
れ
な
が
ら
、自
然

へ
の
学
び
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

み
ん
な
で
描
く
カ
ラ
フ
ル
な
チ
ー
タ
ー

絵
本
作
家
・
高た

か
ば
た
け畠
那な

お生
さ
ん
に
よ
る
読
み

聞
か
せ
と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
８
月
28
日
、

市
立
図
書
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。絵
本
に

親
し
む
き
っ
か
け
に
し
て
も
ら
お
う
と
市
立

図
書
館
が
企
画
。ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、高

畠
さ
ん
が
参
加
者
ら
の
描
い
た
模
様
を
柄
に

し
た
チ
ー
タ
ー
の
絵
を
描
き
上
げ
、
子
ど
も

ら
は
目
を
輝
か
せ
て
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

高畠那生さんおはなし会とワークショップ どんぐり村「夏の環境教室」 いきいき大淀川クリーン大作戦
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都城市合同防災訓練

住
民
が
連
携
し
て
災
害
に
備
え
る

都
城
市
合
同
防
災
訓
練
が
８
月
28

日
、
山
田
総
合
支
所
を
中
心
に
実
施
さ

れ
ま
し
た
。大
雨
に
よ
り
、
地
区
全
域

で
土
砂
災
害
の
危
険
が
高
ま
っ
た
と
の

想
定
で
、
各
自
治
公
民
館
の
代
表
や
消

防
団
、
陸
上
自
衛
隊
な
ど
約
４
０
０
人

が
参
加
。参
加
者
ら
は
、
応
急
救
護
訓

練
や
避
難
所
運
営
な
ど
の
体
験
を
通
し

て
、
防
災
へ
の
意
識
を
高
め
て
い
ま
し

た
。市
の
海か

い
だ田

英
昭
危
機
管
理
課
長
は

「
多
く
の
人
に
参
加
し
て
も
ら
い
、
有

意
義
な
訓
練
に
な
っ
た
。今
後
も
日
ご

ろ
の
訓
練
の
大
切
さ
と
、
自
助
と
共
助

の
重
要
性
を
広
め
て
い
き
た
い
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て

　

敬
老
の
日
を
前
に
、長
寿
祝
い
湯
飲

み
の
窯
出
し
作
業
が
８
月
29
日
、吉
之

元
町
の
都
城
焼
窯
元
霧
島
工
房
で
行
わ

れ
ま
し
た
。市
内
最
高
齢
の
篠
原
サ
カ

ヱ
さ
ん（
１
０
８
歳・志
比
田
町
）と
、今

年
度
１
０
０
歳
を
迎
え
る
65
人
に
贈

ら
れ
る
長
寿
祝
い
湯
飲
み
。同
窯
元
の

宇う

つ

の
都
野
晃あ
き
らさ

ん
が
、名
前
と
寄
贈
す
る

年
月
な
ど
を
一
つ
一
つ
丁
寧
に
書
き
、

約
１
カ
月
か
け
て
焼
き
上
げ
ま
し
た
。

こ
の
取
り
組
み
を
38
年
続
け
て
い
る
宇

都
野
さ
ん
は「
今
の
日
本
の
繁
栄
は
、先

輩
た
ち
の
お
か
げ
。感
謝
の
気
持
ち
を

込
め
て
、こ
れ
か
ら
も
贈
り
続
け
た
い
」

と
額
に
汗
を
浮
か
べ
て
い
ま
し
た
。

個
性
あ
ふ
れ
る
フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー
が
集
結

　

全
国
各
地
の
フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー
を
展
示
す

る
催
し
が
９
月
３
日
か
ら
18
日
の
期
間
、
市

立
図
書
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
街
歩
き
ガ

イ
ド
や
趣
味
の
紹
介
な
ど
、
よ
り
す
ぐ
り
の

フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー
５
０
０
誌
を
展
示
。
期
間

中
は
、
市
内
外
か
ら
も
多
く
の
フ
ァ
ン
が
来

場
し
、
お
気
に
入
り
の
一
冊
を
手
に
取
っ
て

い
ま
し
た
。

長寿祝い湯飲み窯出し

全国フリーペーパー展

「
大
相
撲
都
城
場
所
」開
催
間
近
！

新
市
誕
生
10
周
年
記
念
事
業
の
大
相
撲
都

城
場
所
が
12
月
11
日
㈰
、
早
水
公
園
体
育
文

化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
る
の
を
前
に
、
日

本
相
撲
協
会
の
玉
ノ
井
親
方（
元
大
関
栃
東
）

が
９
月
２
日
、
市
長
を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。

「
都
城
場
所
は
13
年
ぶ
り
。大
相
撲
の
醍
醐
味

を
伝
え
た
い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。観
覧
チ

ケ
ッ
ト
は
、
現
在
販
売
中
で
す
。

玉ノ井親方が市長を表敬訪問

雅
な
風
情
を
味
わ
う
ひ
と
と
き

５
節
句
の
一
つ
で
あ
る
重
陽
の
節
句
に
合

わ
せ
て
、「
の
ち
の
雛ひ

な

展
」
が
、
９
月
３
日
か

ら
18
日
ま
で
、
旧
後
藤
家
商
家
交
流
資
料
館

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。同
館
所
蔵
の
ひ
な
人

形
な
ど
を
趣
向
を
凝
ら
し
て
展
示
。着
物
の

帯
で
作
ら
れ
た
ひ
な
人
形
を
前
に
、
来
場
者

ら
は「
帯
が
ま
る
で
本
物
の
人
形
の
よ
う
」

と
感
嘆
の
声
を
上
げ
て
い
ま
し
た
。

重陽の節句「のちの雛展」
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の
風
景

美
術
家

五い
そ
が
わ

十
川　

和
彦　
さ
ん

探
求
の
先
に
あ
る
、
自
分
の
創
作
を
極
め
る

　

木
々
の
生
い
茂
る
荘
厳
な
神
柱
宮
と
、

に
ぎ
や
か
な
子
ど
も
ら
の
笑
い
声
が
こ
だ

ま
す
る
神
柱
公
園
の
近
く
に
ア
ト
リ
エ
を

構
え
、
創
作
に
励
ん
で
い
る
の
が
、
五
十

川
和
彦
さ
ん
（
菖
蒲
原
町
）
で
す
。

五
十
川
さ
ん
は
、
県
内
在
住
の
将
来
性

豊
か
な
美
術
家
を
発
掘
し
、
１
年
間
海
外

へ
派
遣
す
る「
第
19
回
県
美
術
海
外
留
学

賞
」
を
受
賞
。自
分
の
ス
タ
イ
ル
を
探
し

に
現
代
ア
ー
ト
の
都
、
ド
イ
ツ
ベ
ル
リ
ン

へ
留
学
し
、今
年
３
月
に
帰
国
し
ま
し
た
。

　

五
十
川
さ
ん
が
美
術
家
を
志
し
た
の

は
、高
校
の
美
術
部
で
絵
を
描
く
こ
と
に

喜
び
を
覚
え
た
こ
と
が
き
っ
か
け
。「
大
学

進
学
の
際
、市
内
で
自
分
に
合
う
指
導
者

が
見
つ
か
ら
ず
、高
校
卒
業
後
は
大
阪
や

東
京
の
美
術
予
備
校
へ
進
み
、東
京
藝
術

大
学
、大
学
院
へ
と
進
学
。気
付
け
ば
30
歳

だ
っ
た
」と
時
間
を
忘
れ
、美
術
に
打
ち
込

ん
だ
学
生
時
代
を
懐
か
し
み
ま
す
。

そ
の
後
、
帰
郷
し
、
宮
崎
市
内
の
高
校

の
芸
術
学
科
で
教
壇
に
立
ち
ま
し
た
。「
意

欲
的
な
生
徒
に
教
え
る
の
は
楽
し
か
っ
た

が
、
自
分
の
創
作
活
動
と
の
バ
ラ
ン
ス
に

悩
ん
で
い
た
」と
当
時
を
振
り
返
り
ま
す
。

そ
し
て
、
今
回
の
受
賞
を
機
に
教
職
を
辞

め
、
ベ
ル
リ
ン
へ
と
赴
き
ま
し
た
。

街
中
に
現
代
美
術
が
溢
れ
る
ベ
ル
リ

ン
。「
ギ
ャ
ラ
リ
ー
が
至
る
所
に
点
在
し
、

さ
ま
ざ
ま
な
刺
激
を
受
け
た
。そ
れ
ま
で

自
分
の
中
に
あ
っ
た
創
作
ア
イ
デ
ア
も
大

き
く
影
響
を
受
け
た
。ベ
ル
リ
ン
に
集
ま

る
個
性
的
な
芸
術
家
と
の
交
流
も
、
新
し

い
自
分
の
模
索
に
つ
な
が
っ
て
い
る
」
と

留
学
中
の
体
験
か
ら
も
、
次
々
に
ア
イ
デ

ア
を
生
み
出
し
て
い
る
五
十
川
さ
ん
。

今
年
５
月
、
市
内
に
ア
ト
リ
エ
兼
美
術

教
室
を
開
き「
持
ち
前
の
ス
タ
イ
ル
に
、

新
し
い
感
性
が
吹
き
込
ま
れ
、
こ
れ
ま
で

に
な
い
創
作
の
方
向
性
を
見
い
出
せ
る
こ

と
が
楽
し
い
」
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
素
材
を

使
い
な
が
ら
、
湧
き
出
す
情
熱
を
表
現
し

よ
う
と
、日
々
キ
ャ
ン
バ
ス
に
向
い
ま
す
。

大
学
進
学
の
際
、
苦
労
し
た
五
十
川
さ

ん
。「
自
分
が
経
験
し
た
進
学
時
の
悩
み

や
、
2
度
の
留
学
で
見
聞
し
て
き
た
こ
と

を
、
市
内
で
美
術
を
志
す
後
進
の
成
長
の

た
め
に
役
に
立
て
た
い
」
と
力
を
込
め
て

い
ま
し
た
。
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◎問い合わせ　健康課　☎23－2765

　千切り大根は、生の大根に比べて、カルシウムを多く
含みます。カルシウムは骨を形成し、ナトリウムを排泄
して血圧の上昇を防ぎます。また、干しシイタケに含ま
れるビタミンDは、カルシウムの吸収を促します。

盆地生まれの元気をいただきます！

◎問い合わせ　みやこんじょＰＲ課　☎23－2615
Vol.4

つ
な
ぐ
都
城
の
匠
た
ち

都
城
の
伝
統
工
芸

※一人分217Kcal、塩分1.2g

一日に５皿の
野菜料理を食べよう！

カミカミ
巾着

職
人
技
、
極
ま
る

　

市
内
で
活
躍
す
る
都
城
木
刀
の
県
の

伝
統
工
芸
士
は
５
人
。
新に
い
ど
め留
義
昭
さ
ん

（
年
見
町
）
も
そ
の
一
人
で
、
こ
の
道

44
年
の
匠
で
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
形
状
に

加
え
て
、
使
い
手
ご
と
に
重
心
の
位
置

や
バ
ラ
ン
ス
、
手
触
り
な
ど
好
み
に
も

応
じ
る
新
留
さ
ん
。
巧
み
な
手
鉋
裁
き

で
、
峰
な
ど
の
直
線
や
刀
身
の
優
雅
な

曲
面
を
削
り
出
し
て
い
き
ま
す
。

　

外
国
産
と
の
価
格
競
争
の
中
、
確
か

な
技
術
力
で
伝
統
を
守
っ
て
い
ま
す
。

都
城
木
刀
の
始
ま
り

　

本
市
は
、
質
実
剛
健
・
文
武
両
道
の

言
葉
が
残
る
土
地
柄
で
、
古
く
か
ら
武

術
の
鍛
錬
の
た
め
木
刀
が
用
い
ら
れ
て

き
ま
し
た
。

　

樫か
し

材
の
柄え

ぎ木
作
り
が
盛
ん
だ
っ
た
本

市
。
本
格
的
な
木
刀
作
り
は
、
大
正
初

期
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
昭

和
59
年
、
県
の
伝
統
的
工
芸
品
に
指
定

さ
れ
ま
し
た
。

一
刀
に
心
を
込
め
る

　

木
刀
は
剣
道
や
居
合
道
、
合
気
道
の

流
派
に
よ
り
、
形
状
が
異
な
り
ま
す
。

そ
の
制
作
は
大
き
く
９
つ
の
工
程
に
分

か
れ
、
木き

ど
り取
か
ら
線
引
き
、
機
械
に
よ

る
荒
仕
上
げ
を
経
て
、
手て

か
ん
な鉋
を
使
い
仕

上
げ
ら
れ
ま
す
。

　

線
引
き
で
木
刀
の
長
さ
や
厚
さ
な
ど

寸
法
を
決
め
る
と
、
木
刀
の
反
り
加
減

や
肉
付
、
峰み

ね

の
型
、
柄つ

か

の
握
り
具
合
な

ど
を
考
え
な
が
ら
、
20
種
類
に
も
お
よ

ぶ
手
作
り
の
手
鉋
を
使
い
、
絶
妙
な
手

加
減
で
仕
上
げ
て
い
き
ま
す
。

都
城
の
技
「
都
城
木
刀
（
県
指
定
の
伝
統
的
工
芸
品
）」

　

今
回
は
、
全
国
で
生
産
さ
れ
る
木
刀
の
約
９
割
を
占
め
る

都
城
木
刀
を
紹
介
し
ま
す
。

乾物類は水に戻すと膨らむので、詰める具の
量は少なめに。保存期間が長く便利な上に、
よくかむことで食べ過ぎも防げます。

　　シイタケ戻し汁、
　　カツオだし…合せて300㏄
Ａ　砂糖 ……………大1と1/2
　　薄口しょうゆ …大1と1/2
　　みりん …………大1と1/2
小ネギ ……………………少々

● 材料（4人分）
千切り大根…………20ｇ
ひじき（乾燥）………3ｇ
干しシイタケ……2、3枚
ニンジン……………20ｇ
卵……………………１個
油揚げ（正方形）…８枚

● 下準備
千切り大根……かぶる程度の水で戻し、水気を切る
ひじき…………たっぷりの水に10分～15分つける
干しシイタケ…水につけて戻し、薄切りにする
油揚げ…………熱湯をかけ油抜きをする。箸などを転
がし油分を抜き、1辺を切り落として袋状にする

● 作り方
　①�千切り大根、ニンジンを食べやすい大きさに切り、

シイタケとひじき、溶き卵と混ぜる。油揚げに詰め
て、つまようじで口を閉じる

　②�Ａを火にかけ、沸騰したら①を入れる。中火で15分
煮て火を止め、煮汁を含ませ、小ネギを散らす
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毎月第３日曜日は「家庭の日」

四
家
地
区
学
校
跡
地
利
用
計
画

　

廃
校
に
な
っ
た
四
家
中
学
校
お
よ
び
プ

ー
ル
跡
地
を
活
用
し
た
、
地
域
の
発
展
に

寄
与
す
る
利
用
計
画
を
募
集
し
ま
す
。

●
対
象
物
件

中
学
校

敷
地
：
１
万
２
２
１
６
平
方
㍍

校
舎
：
１
５
０
０
平
方
㍍

プ
ー
ル

敷
地
：
１
６
５
３
平
方
㍍

大
プ
ー
ル
：
２
７
５
平
方
㍍

小
プ
ー
ル
：
１
２
５
平
方
㍍

●
募
集
期
間　

12
月
28
日
㈬
ま
で

●
応
募
資
格

・�

市
税
お
よ
び
国
税
の
滞
納
が
な
い
こ
と

・��

暴
力
団
関
係
者
で
な
く
、
暴
力
団
関
係

者
と
関
係
が
な
い
こ
と

●
貸
付
条
件

・��

各
物
件
の
敷
地
と
建
築
物
な
ど
を
一
括

し
て
管
理
で
き
る
こ
と
（
樹
木
の
剪
定

な
ど
も
含
む
）

・��

最
低
10
年
間
は
利
用
を
継
続
す
る
こ
と

・��

土
地
に
つ
い
て
は
有
償
貸
付
、
校
舎
な

ど
の
建
築
物
に
つ
い
て
は
無
償
貸
付
と

し
、
貸
付
額
は
、
毎
年
度
の
土
地
固
定

資
産
評
価
額
の
１
０
０
０
分
の
40
と
す

る
※�

契
約
は
単
年
度
契
約
で
、
毎
年
４
月
に

更
新

●
募
集
要
項
の
配
布　

月
～
金
曜
日
（
祝

日
は
除
く
）
の
８
時
30
分
～
17
時
15
分
に

高
城
地
域
振
興
課
で
配
布
。
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
も
取
得
で
き
ま
す

●
現
地
視
察　

見
学
は
可
能
で
す
が
、
事

前
に
連
絡
く
だ
さ
い

　

高
城
地
域
振
興
課

　
　
　

☎
58

－

２
３
１
１

史
跡
め
ぐ
り

●
日
時
　
11
月
22
日
㈫　

９
時
30
分
～

●
集
合
場
所
　
都
城
運
動
公
園
野
球
場
駐

車
場　

※
９
時
15
分
ま
で
に
集
合

●
行
程
　
正し

ょ
う
お
う
じ

応
寺
跡
→
都
城
跡
→
都
城
歴

史
資
料
館
→
川
の
駅
（
昼
食
）
→
松
原
地

区
遺
跡
発
掘
現
場
→
石
山
観
音
寺
→
牧
之

原
古
墳
群
→
大お

お
し
ま
は
た
け
だ

島
畠
田
遺
跡

※�
動
き
や
す
い
服
装
で
参
加
く
だ
さ
い

●
定
員
　
40
人

※�
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
。
当
選
者

の
み
11
月
11
日
㈮
ま
で
に
連
絡

●
費
用
　
１
０
０
円
（
保
険
料
）

●
持
参
す
る
も
の
　
昼
食
、
飲
み
物

　

は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、
生
年
月

日
、
連
絡
先
を
記
入
し
、
10
月
28
日
㈮
ま

で
に
秘
書
広
報
課
（
〒
885

－

８
５
５
５
）

☎
23

－

３
１
７
４

市
営
墓
地
の
利
用
者

●
墓
地
名
　
東
墓
地
、
西
墓
地
、
南
墓
地
、

北
墓
地
、
川
東
墓
地

※
い
ず
れ
も
若
干
区
画

●
申
込
期
間
　
10
月
14
日
㈮
～
21
日
㈮

※�

使
用
区
画
は
、
抽
選
会
に
よ
り
決
定

●
応
募
条
件

①
市
内
に
本
籍
ま
た
は
住
所
が
あ
る
人

②
市
営
墓
地
を
使
用
し
て
い
な
い
人

③�

使
用
許
可
後
３
年
以
内
に
墓
碑
な
ど
の

建
立
が
で
き
る
人

④�

墓
地
使
用
料
（
区
画
面
積
で
異
な
る
）

を
一
括
納
入
で
き
る
人

⑤
１
世
帯
１
区
画
の
み

※�

区
画
決
定
後
、
１
週
間
以
内
に
使
用
許

可
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い

●
そ
の
他
　
今
年
度
か
ら
、
市
内
に
本
籍

が
あ
れ
ば
、
市
外
在
住
で
も
市
営
墓
地
を

使
用
で
き
ま
す
。
ま
た
、
随
時
受
け
付
け

の
墓
地
も
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

　

電
話
で
の
申
し
込
み
は
で
き
ま
せ

ん
。
直
接
、
環
境
政
策
課
ま
で

☎
23

－

２
１
３
０

「
わ
け
も
ん
の
主
張
」
出
場
者

　

有
権
者
ま
た
は
未
来
の
有
権
者
の
皆
さ

ん
、
選
挙
に
対
す
る
意
見
を
発
表
し
て
み

ま
せ
ん
か
。
入
賞
者
は
、
地
区
代
表
と
し

て
県
大
会
に
出
場
し
ま
す
。

●
日
時
　
平
成
29
年
１
月
21
日
㈯

●
場
所
　
ウ
エ
ル
ネ
ス
交
流
プ
ラ
ザ

●
対
象
　
昭
和
62
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

13
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
で
、

市
内
に
在
住
ま
た
は
勤
務
す
る
人

●
発
表
内
容
　
有
権
者
、
ま
た
は
未
来
の

有
権
者
と
し
て
政
治
や
選
挙
に
つ
い
て
考

え
て
い
る
こ
と
、
求
め
る
こ
と

●
発
表
時
間
　
５
分
程
度
（
４
０
０
字
詰

め
原
稿
用
紙
４
枚
程
度
）

　

11
月
18
日
㈮
ま
で
に
市
選
挙
管
理

委
員
会　

☎
23

－

７
８
６
４
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INFORMATION ごみの収集日自動音声案内　☎︎ 22-5374

し
わ
ち
恋
こ
い
物
語
参
加
者

●
日
時　

11
月
20
日
㈰　

９
時
30
分
～

●
集
合
場
所　

志
和
池
地
区
公
民
館

●
対
象
・
定
員　

成
人
の
独
身
男
女
・
各

20
人
。
男
性
は
志
和
池
地
区
内
に
在
住
ま

た
は
通
勤
す
る
人

●
参
加
費　

２
千
円

●
申
込
方
法　

10
月
31
日
㈪
ま
で
に
電
話

で
ウ
エ
ル
ネ
ス
都
城
観
光
バ
ス
（
☎
39

－

５
８
０
０
）

　

志
和
池
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

　
　

☎
36

－

０
５
１
９

都
城
市
総
合
文
化
祭

●
場
所　

総
合
文
化
ホ
ー
ル

【
展
示
部
門
（
無
料
）】

●
日
時　

11
月
11
日
㈮
～
13
日
㈰

　
　
　
　

９
時
～
17
時

●
内
容　

絵
画
、
書
道
、
華
道
、
陶
芸
、

写
真
、
彫
刻
、
寒
蘭
、
小
品
盆
栽
な
ど

【
公
演
部
門
】

●
日
時
・
出
演
団
体

11
／
12
㈯

13
時
～

日
舞
協
会

11
／
13
㈰

13
時
～

洋
舞･

音
楽･

邦
楽･

そ
の
他
協

会
、
一
般
団
体

●
内
容　

音
楽
や
舞
踊
な
ど

●
入
場
料　

千
円
（
共
通
入
場
券
）

　

生
活
文
化
課　

☎
23

－

２
１
３
２

山
之
口
弥
五
郎
ど
ん
祭
り

●
日
時　

11
月
３
日
㈭　

10
時
～

●
場
所　

弥
五
郎
ど
ん
の
館
周
辺

●
内
容　

浜は

ま殿
下
り
（
11
時
30
分
～
）、

民
俗
芸
能
の
奉
納
、
地
場
産
品
の
展
示
販

売
、
力
餅
の
無
料
配
布
な
ど

　

山
之
口
地
域
振
興
課

　
　

☎
57

－

３
１
１
１

五
十
市
地
区
こ
ど
も
音
楽
祭

●
日
時　

10
月
23
日
㈰　

９
時
30
分
～

●
場
所　

五
十
市
中
学
校
体
育
館

●
内
容　

小
・
中
学
生
に
よ
る
合
唱
な
ど

　

五
十
市
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

　
　

☎
23

－

２
１
８
４

リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
＠
都
城

公
開
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン（
無
料
）

　

市
民
や
学
生
が
考
え
た
、
中
心
市
街
地

の
空
き
店
舗
活
用
方
法
に
つ
い
て
、
公
開

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
す
。

●
日
時　

10
月
23
日
㈰　

14
時
～

●
場
所　

Ｉ
Ｔ
産
業
ビ
ル
（
中
町
）

　

商
工
政
策
課　

☎
23

－

２
９
８
３

青
少
年
育
成
・
家
庭
教
育
講
演
会（
無
料
）

●
日
時　

11
月
11
日
㈮　

10
時
～
12
時

●
場
所　

ウ
エ
ル
ネ
ス
交
流
プ
ラ
ザ

●
演
題　

親
と
し
て
の
、
子
ど
も
と
の
接

し
方
（
講
師
：
教
育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー　

下

地
敏
雄
さ
ん
）

　

10
月
31
日
㈪
ま
で
に
生
涯
学
習
課

　
　
　

☎
23

－

９
５
４
５

ジ
オ
パ
ー
ク
講
演
会
（
無
料
）

　

今
年
５
月
に
世
界
最
高
峰
の
エ
ベ
レ
ス

ト
登
頂
に
成
功
し
た
、立
花
佳よ
し
ゆ
き之
さ
ん（
綾

町
）
の
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時　

10
月
13
日
㈭　

19
時
～

●
場
所　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

●
定
員　

１
０
０
人　

※
要
申
し
込
み

　

10
月
11
日
㈫
ま
で
に
み
や
こ
ん
じ

ょ
ジ
オ
ガ
イ
ド
ク
ラ
ブ
（
東
）

☎
０
９
０

－

４
５
８
９

－

４
４
５
１

都
城
市
民
登
山
大
会

●
日
時　

11
月
13
日
㈰　

６
時
30
分
～

※�

当
日
受
付
。
雨
天
の
場
合
は
中
止

●
集
合
場
所　

御
池
小
学
校

●
コ
ー
ス　

夢
が
丘
～
高
千
穂
峰

●
参
加
費　

５
０
０
円
（
保
険
料
含
む
）

●
準
備
す
る
も
の　

雨
具
や
昼
食
、
飲
み

物
な
ど

　

都
城
山
岳
会
（
筒
井
）

　
　

☎
52

－

３
５
３
７

図
書
館
読
み
聞
か
せ
会

【
都
城
市
立
図
書
館
】

お
は
な
し
の
部
屋
「
そ
ら
ま
め
」

●
日
時　

10
月
27
日
㈭　

11
時
～

え
ほ
ん
侍
、
参
上
！

●
日
時　

11
月
12
日
㈯　

11
時
～

本
と
お
は
な
し
の
会

●
日
時　

11
月
12
日
㈯　

14
時
30
分
～

●
内
容　

三
枚
の
お
札　

ほ
か

　

市
立
図
書
館　

☎
22

－

０
２
３
９

【
高
城
図
書
館
】

お
は
な
し
ト
ン
ト
ン

●
日
時　

10
月
29
日
㈯　

11
時
～

　

高
城
図
書
館　

☎
58

－

４
２
２
４
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毎月第３日曜日は「家庭の日」

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
イ
ベ
ン
ト
情
報

　

詳
し
く
は
各
法
人
に
問
い
合
わ
せ
る
か
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
く
だ
さ
い
。

【
子
育
て
マ
マ
と
ベ
ビ
ー
ヨ
ガ
】

●
日
時　

10
月
14
日
㈮

　
　
　
　

10
時
～
11
時
30
分

●
場
所　

ス
タ
ジ
オ
ペ
チ
カ
（
オ
ー
バ
ル

パ
テ
ィ
オ
２
階
）

●
対
象　

未
就
学
児
と
そ
の
母
親

●
定
員　

10
組　

※
要
申
し
込
み

●
費
用　

千
円
（
食
事
代
含
む
。
食
事
が

必
要
な
子
ど
も
は
２
０
０
円
）

【
青
空
ヨ
ガ
教
室
】

●
日
時　

10
月
16
日
㈰　

７
時
～
８
時

●
場
所　

神
柱
公
園

※�

雨
天
時
は
森
林
総
合
セ
ン
タ
ー（
早
鈴
町
）

●
費
用　

５
０
０
円

※�

申
し
込
み
不
要
。
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
ま
た
は

バ
ス
タ
オ
ル
を
持
参

【
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
で
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
】

●
日
時　

10
月
19
日
㈬　

14
時
～
15
時

●
場
所　

宮
丸
こ
ど
も
園

●
費
用　

５
０
０
円

※�

要
申
し
込
み
。
飲
み
物
を
持
参

　

シ
ャ
ク
テ
ィ
ー
（
福
元
）

☎
０
９
０

－
２
５
１
９

－

６
２
８
２

【
子
ど
も
の
婚
活　

親
の
相
談
会（
無
料
）】

●
日
時　

10
月
16
日
㈰　

14
時
～

●
場
所　

ウ
エ
ル
ネ
ス
交
流
プ
ラ
ザ

※
要
申
し
込
み

【
婚
活
支
援　

ミ
ニ
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
】

●
日
時　

10
月
29
日
㈯　

19
時
～

●
場
所　

ジ
ョ
イ
プ
ラ
ザ
都
城
店
（
三
股

町
樺
山
）　

※
要
申
し
込
み

●
費
用　

千
円
程
度

　

婚
活
支
援
良
縁
ど
っ
と
混
む（
黒
木
）

☎
０
７
０

－

５
５
３
０

－

７
９
６
４

【
ビ
ジ
ネ
ス
ラ
ン
チ
み
や
こ
ん
じ
ょ
会
】

●
日
時　

10
月
19
日
㈬

　
　
　
　

11
時
30
分
～
13
時
30
分

●
場
所　

都
城
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル

●
費
用　

２
千
円
（
昼
食
代
含
む
）

※
要
申
し
込
み

　

ス
マ
イ
ル
・
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
（
小
澤
）

☎
０
８
０

－

２
７
１
３

－

２
８
６
０

【
玉
置
あ
つ
子
ビ
ー
ズ
織
り
作
品
展
】

●
日
時　

10
月
21
日
㈮
～
23
日
㈰

　
　
　
　

10
時
～
16
時

●
場
所　

旧
後
藤
家
商
家
交
流
資
料
館

●
費
用　

高
校
生
以
上
３
０
０
円
、
小
・

中
学
生
１
０
０
円

　

高
城
歴
史
文
化
の
ま
ち
づ
く
り
フ
ォ

ー
ラ
ム　

☎
58

－

６
９
０
０

【
宮
崎
県
エ
ン
ジ
ョ
イ
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
２
０
１
６
（
無
料
）】

●
日
時　

10
月
23
日
㈰　

　
　
　
　

９
時
30
分
～
12
時

●
場
所　

高
城
運
動
公
園
総
合
体
育
館
、

屋
内
競
技
場

※
要
申
し
込
み

　

高
城
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
（
尾
曲
）

☎
０
９
０

－

１
３
６
８

－

５
５
１
４

【
マ
グ
マ
シ
ラ
ス
米
収
穫
・
乗
馬
体
験
】

●
日
時　

10
月
23
日
㈰　

10
時
～
12
時

●
場
所　

ふ
れ
あ
い
の
丘（
山
田
町
中
霧
島
）

●
定
員　

20
人　

※
要
申
し
込
み

●
費
用　

５
０
０
円
（
昼
食
代
）

※
乗
馬
代
は
別
途
必
要

　

都
城
ふ
れ
あ
い
の
丘
・
里
山
カ
レ

ッ
ジ　

☎
64

－

０
０
５
０

登
山
ツ
ア
ー「
霧
島
山
の
紅
葉
を
求
め
て
」

●
日
時　

10
月
30
日
㈰　

８
時
～

※
雨
天
の
場
合
は
中
止

●
集
合
場
所　

え
び
の
高
原
エ
コ
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
セ
ン
タ
ー

●
コ
ー
ス　

え
び
の
高
原
～
韓
国
岳
～
大

浪
池
北
避
難
小
屋

●
定
員　

40
人

※
小
学
生
以
下
は
要
保
護
者
同
伴

●
参
加
費　

５
０
０
円
（
保
険
料
含
む
）

●
準
備
す
る
も
の　

雨
具
、
昼
食
、
飲
み

物
な
ど

　

み
や
こ
ん
じ
ょ
ジ
オ
ガ
イ
ド
ク
ラ

ブ
事
務
局
（
東
）

☎
０
９
０

－

４
５
８
９

－

４
４
５
１

シ
ニ
ア
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

●
日
時　

11
月
２
日
㈬　

９
時
～

●
場
所　

都
城
運
動
公
園
庭
球
場

●
種
目　

男
子
60
歳
以
上（
Ａ
級
・
Ｂ
級
）、

女
子
50
歳
以
上
（
Ａ
級
・
Ｂ
級
）、
男
女

50
歳
以
上
（
初
心
者
ク
ラ
ス
）

※
男
女
と
も
ダ
ブ
ル
ス
で
７
ゲ
ー
ム
制

●
参
加
料　

一
人
２
０
０
円

　

10
月
20
日
㈭
ま
で
に
都
城
運
動
公

園　

☎
23

－

７
５
０
２
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芸
術
文
化
協
会
加
盟
団
体
イ
ベ
ン
ト

【
上
野
芽め

み実
ク
ラ
シ
ッ
ク
ギ
タ
ー
コ
ン
サ

ー
ト
（
無
料
）】

●
日
時
・
場
所
・
定
員

10
／
30
㈰

10
時
30
分
～
高
崎
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー

３
０
０
人

10
／
30
㈰

14
時
～

高
城
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

２
３
０
人

12
／
４
㈰

10
時
～

山
之
口
勤
労
福
祉
セ
ン
タ
ー

２
０
０
人

12
／
４
㈰

14
時
30
分
～
山
田
総
合
セ
ン
タ
ー

２
５
０
人

※
申
し
込
み
不
要

　

生
活
文
化
課　

☎
23

－

２
１
３
２

【
池
坊
都
城
中
央
支
部
花
展
（
無
料
）】

●
日
時　

10
月
29
日
㈯　

10
時
～
17
時　

　
　
　
　

10
月
30
日
㈰　

10
時
～
16
時

●
場
所　

ウ
エ
ル
ネ
ス
交
流
プ
ラ
ザ

　

華
道
家
元
池
坊
都
城
中
央
支
部（
竹
内
）

　
　

☎
23

－

５
４
７
５

【
景
心
書
道
会
都
城
展
】

●
日
時　

11
月
11
日
㈮
～
13
日
㈰　

９
時

～
20
時　

※
13
日
㈰
は
15
時
30
分
ま
で

●
場
所　

ウ
エ
ル
ネ
ス
交
流
プ
ラ
ザ

　

景
心
書
道
会
（
吉
川
）

　
　

☎
23

－

０
８
５
７

都
城
市
女
性
活
躍
促
進
事
業

「
Ｗ
Ｏ
Ｍ
Ａ
Ｎ　

Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｊ
Ｅ
Ｃ
Ｔ
」

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー（
無
料
）

　

女
性
の
多
様
な
働
き
方
を
応
援
す
る
セ

ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時　

10
月
30
日
㈰　

13
時
～
16
時

●
場
所　

Ｉ
Ｔ
産
業
ビ
ル
（
中
町
）

●
内
容　

講
演
、
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
、

起
業
・
就
業
支
援
団
体
に
よ
る
無
料
相
談

会●
そ
の
他　

未
就
学
児
の
無
料
託
児
あ
り

※
10
月
22
㈯
ま
で
に
要
申
し
込
み

　

同
運
営
事
務
局

　
　

☎
０
９
０

－

９
９
８
４

－

１
５
５
５

ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

【
箏こ

と

】
●
日
時　

10
月
27
日
㈭　

12
時
20
分
～

●
場
所　

市
役
所
本
館
１
階
ロ
ビ
ー

●
出
演　

荒
武
栄
子

　

�

文
化
振
興
財
団　

☎
23

－

７
１
４
０

市
民
の
た
め
の
健
康
講
座
（
無
料
）

●
日
時　

10
月
27
日
㈭　

14
時
～
15
時

●
場
所　

国
立
病
院
機
構
都
城
医
療
セ
ン

タ
ー

●
定
員　

80
人　

※
申
し
込
み
不
要

●
内
容　

認
知
症
に
つ
い
て
の
講
演

　

国
立
病
院
機
構
都
城
医
療
セ
ン
タ
ー

　
　

☎
23

－

４
１
１
１

き
ら
り
体
験
教
室

　

５
人
以
上
で
開
催
。
参
加
希
望
者
多
数

の
場
合
は
抽
選
。冷
暖
房
費
は
別
途
必
要
。

●
教
室
名
・
日
時
・
場
所
・
費
用
・
締
め
切
り

本
は
誰
で
も
つ
く
れ
る
！　

自
分
史
・
作

品
集
づ
く
り
の
す
す
め
（
全
５
回
）

11
／
１
・
８
・
22
・
29
、
12
／
６
の
毎
週
火

曜
日　

14
時
～
15
時
30
分

中
央
公
民
館　

３
２
５
０
円

締
め
切
り
：
10
／
20
㈭

　

き
ら
り
ネ
ッ
ト
都
城

　
　
　

☎
23

－

４
０
８
０

　農園近くの店舗で、イ
チゴを使ったソフトク
リームなどを販売して
います。約10年前に自分
で作ったイチゴを販売
するため開店。同時に、

自家製のイチゴソースをたっぷりかけたソフ
トクリームなどの販売も始めました。口コミ
で広がり、リピーターも多く訪れます。現在、
「淡雪」という珍しい白イチゴを使ったソフト
クリームを、12月以降に販
売しようと計画していて、お
客さんの反応が楽しみです。

6次産業化に取り組む事
業者の声を紹介します。

6次化だより

池田いちご園
池田　辰浩さん

池田いちご園（庄内町8608）
☎090-9575-6757
営業時間　11:00 〜 17:00
※不定休
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毎月第３日曜日は「家庭の日」

公
共
職
業
訓
練
受
講
生（
無
料
）

●
コ
ー
ス
名
・
開
講
月
・
定
員
・
募
集
期
間

Ｃ
Ａ
Ｄ
・
Ｎ
Ｃ
加
工
科
（
12
月
開
講
）

15
人　

10
／
31
㈪
ま
で

機
械
設
備
保
全
科
（
12
月
開
講
）

13
人　

10
／
31
㈪
ま
で　

※
企
業
実
習
あ
り

電
気
設
備
技
術
科
（
１
月
開
講
）

15
人　

10
／
17
㈪
～
11
／
30
㈬

ビ
ル
設
備
サ
ー
ビ
ス
科
（
１
月
開
講
）

17
人　

10
／
17
㈪
～
11
／
30
㈬

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
技
術
科
（
１
月
開
講
）

17
人　

10
／
17
㈪
～
11
／
30
㈬

●
訓
練
期
間　

６
カ
月

※�

機
械
設
備
保
全
科
は
、
訓
練
導
入
期
間

を
含
め
７
カ
月

※�

テ
キ
ス
ト
代
な
ど
自
己
負
担
あ
り

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
都
城

　
　
　

☎
22

－

１
７
４
５

パ
ン
作
り
体
験
教
室

●
日
時
・
内
容

10
／
26
㈬　

10
時
～
13
時
30
分

ハ
ム
チ
ー
ズ
、
黒
糖
パ
ン

●
場
所
　
高
城
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

「
ベ
ー
カ
リ
ー
キ
ッ
チ
ンSAKU

RA

」

●
定
員
　
12
人

●
費
用
　
２
５
０
０
円

※�

材
料
費
、
軽
食
、
飲
み
物
代
含
む
。　

エ
プ
ロ
ン
を
持
参

　

高
城
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

「
ベ
ー
カ
リ
ー
キ
ッ
チ
ンSAKU

RA

」

☎
58

－

２
０
８
８

親
子
パ
ン
作
り
教
室

●
日
時　

10
月
15
日
㈯　

11
時
～
13
時

●
場
所　

高
城
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

「
ベ
ー
カ
リ
ー
キ
ッ
チ
ンSAKU

RA

」

●
定
員　

６
組
（
６
歳
以
上
）

●
費
用　

１
組
２
千
円

※
材
料
費
含
む
。
エ
プ
ロ
ン
持
参

　

高
城
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

「
ベ
ー
カ
リ
ー
キ
ッ
チ
ンSAKU

RA

」

☎
58

－

２
０
８
８

家
庭
教
育
支
援
講
座
（
無
料
）

●
日
程
・
講
座
名

11
／
５
㈯
家
庭
教
育
に
お
け
る
家
族
の
役
割

発
達
障
害
の
理
解
と
対
応

11
／
19
㈯
放
課
後
子
ど
も
教
室
の
取
り
組
み

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
制
度
の

概
要
と
市
の
取
り
組
み

11
／
26
㈯
携
帯
電
話
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

と
親
の
対
応

小
・
中
学
生
の
子
ど
も
の
発
達

と
子
ど
も
へ
の
関
わ
り

●
時
間　

９
時
30
分
～
12
時

●
場
所　

中
央
公
民
館
１
階
大
会
議
室

●
定
員　

１
０
０
人

※�

要
申
し
込
み
。
小
学
生
未
満
の
無
料
託

児
あ
り

　

10
月
28
日
㈮
ま
で
に
生
涯
学
習
課

　
　
　

☎
23

－

９
５
４
５

各
種
検
定
試
験

【
簿
記
検
定
試
験
（
１
級
～
４
級
）】

●
日
程
　
11
月
20
日
㈰

●
場
所　

都
城
商
工
会
議
所

●
受
験
料　

１
級
７
７
１
０
円
、
２
級

４
６
３
０
円
、
３
級
２
５
７
０
円
、
４
級

１
６
４
０
円

　

10
月
20
日
㈭
ま
で
に
都
城
商
工
会

議
所　

☎
23

－
０
０
０
１

【
福
祉
住
環
境
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
検
定

試
験
（
２
級
・
３
級
）】

●
日
程　

11
月
27
日
㈰

●
受
験
料　

２
級
６
４
８
０
円
、

　
　
　
　
　

３
級
４
３
２
０
円

　

10
月
14
日
㈮
ま
で
に
東
京
商
工
会

議
所
検
定
セ
ン
タ
ー
（
10
時
～
18
時
）

☎
03

－

３
９
８
９

－

０
７
７
７

小
学
生
ラ
ン
ニ
ン
グ
教
室（
無
料
）

●
日
時　

10
月
15
日
㈯　

14
時
～
16
時

●
場
所　

都
城
運
動
公
園
陸
上
競
技
場

●
対
象　

市
内
の
小
学
２
～
６
年
生

　

10
月
11
日
㈫
ま
で
に
、
氏
名
、
性

別
、
学
校
名
、
学
年
、
連
絡
先
を
メ
ー
ル

で
都
城
市
陸
上
競
技
協
会
（
田
爪
）

☎
０
９
０

－

８
３
５
２

－

８
９
２
５

fukyu@
m
iyariku.org

応
急
手
当
普
及
員
講
習
会（
全
３
回
）

●
日
時　

11
月
12
日
㈯
・
19
日
㈯
・
26
日

㈯　

８
時
30
分
～
17
時
15
分

●
場
所　

消
防
局
（
菖
蒲
原
町
）

●
対
象　

18
歳
以
上
で
市
内
に
在
住
ま
た

は
通
勤
・
通
学
す
る
人

●
定
員　

５
人
程
度　

※
申
し
込
み
順

●
費
用　

３
６
７
２
円
（
テ
キ
ス
ト
代
）

　

10
月
11
日
㈫
～
21
日
㈮
に
消
防
局

警
防
救
急
課　

☎
22

－

８
８
８
３
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INFORMATION ごみの収集日自動音声案内　☎︎ 22-5374

特設会場に来場ください
　市では、マイナンバー
カード申請のお手伝い
をしています。希望す
る人は、個人番号カー
ド交付申請書または、
身分証明書を持参し、
来場ください。

●場所　市役所７階マイナンバー特設会場
　　　　各総合支所市民生活課
●時間　月～金曜日の 8：30～ 17：15
※�毎月第２・４日曜日は開庁。平成 29
年１月のみ第２・５日曜日

イオンモール都城駅前で出張申請を実施
します
●日時　11月６日㈰　10：00～ 17：00
●場所　�イオンモール都城駅前 1階イー

ストコート

マイナンバーの通知カードを紛失したら
　通知カードを紛失したら、まず警察に
遺失物届を提出してください。
　その後、市民課に通知カードの再交付
を申請（500 円）するか、希望する人は、
再交付を受けずにマイナンバーカードを
申請（初回無料）することができます。
　再交付までには約１カ月かかりますの
で、急ぎでマイナンバーを確認したい場
合は、マイナンバーの記載された住民票
を取得してください。
　マイナンバー特設会場　☎ 23-2774

マイナンバーカードの申請を
お手伝いします

リ
ハ
ビ
リ
教
室
（
無
料
）

●
日
時　

11
月
５
日
㈯　

13
時
～
14
時

●
場
所　

藤
元
上
町
病
院

●
定
員　

30
人　

※
申
し
込
み
順

●
内
容　

言
語
障
害
に
つ
い
て

　

藤
元
上
町
病
院

　
　
　

☎
23

－

４
０
０
０

労
働
相
談
会
（
無
料
）

　

県
労
働
委
員
会
で
は
、
労
働
問
題
に
関

す
る
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
次
の

期
間
は
、
夜
間
や
土
・
日
曜
日
も
受
け
付

け
ま
す
の
で
、
気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

●
日
時

10
月
17
日
㈪
～
21
日
㈮　

８
時
30
分
～
20
時

10
月
22
日
㈯
・
23
日
㈰　

９
時
～
17
時

※�

土
・
日
曜
日
に
面
談
を
希
望
す
る
人
は
、

事
前
の
予
約
が
必
要

●
場
所　

県
労
働
委
員
会
事
務
局
（
県
庁

３
号
館
６
階
）

●
相
談
方
法　

電
話
、
面
談
、
フ
ァ
ク
ス
、

メ
ー
ル

　

県
労
働
委
員
会
事
務
局

☎
０
９
８
５

－

26

－

７
５
３
８

FAX
０
９
８
５

－

20

－

２
７
１
５

rohdohi@
pref.m

iyazaki.lg.jp

教
育
相
談
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
（
無
料
）

●
電
話
・
面
接
相
談

毎
週
月
～
金
曜
日　

９
時
～
16
時
30
分

●
場
所　

教
育
相
談
室

　
　
　
　
（
市
役
所
八
幡
町
別
館
）

●
相
談
専
用
電
話　

☎
46

－

２
０
８
８

Ｄ
Ｖ
被
害
者
の
電
話
相
談

女
性
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
・
く
す
の
き
（
無
料
）

●
電
話
相
談　

☎
36

－

０
７
４
０

（
毎
週
土
曜
日　

14
時
～
16
時
）

女
性
専
門
・
不
妊
専
門
・
妊
娠

総
合
相
談
（
無
料
）

●
場
所　

都
城
保
健
所

【
女
性
専
門
相
談
「
ス
マ
イ
ル
」】

健
康
問
題
に
関
す
る
相
談

●
日
時　

毎
週
木
曜
日

　
　
　
　

９
時
30
分
～
15
時
30
分

【
不
妊
専
門
相
談
「
ウ
イ
ン
グ
」】

●
日
時　

第
２
・
４
金
曜
日

　
　
　
　

９
時
30
分
～
15
時
30
分

●
専
用
電
話

☎
０
９
０

－

８
９
１
２

－

５
３
３
１

※
面
談
の
場
合
は
要
予
約

【
妊
娠
総
合
相
談
】

思
い
が
け
な
い
妊
娠
な
ど
、
総
合
的
な
妊

娠
相
談

●
日
時　

毎
週
月
～
金
曜
日

　
　
　
　

９
時
30
分
～
15
時
30
分

　
　
　
　

☎
23

－

４
５
０
４
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毎月第３日曜日は「家庭の日」

10
月
17
日
㈪
か
ら
23
日
㈰
は
、
行
政
相
談
週
間

行
政
相
談
委
員
に
相
談
く
だ
さ
い

　
国
や
県
、
市
な
ど
行
政
の
仕
事
に
つ
い

て
、「
苦
情
や
困
っ
て
い
る
こ
と
」、「
制

度
や
仕
組
み
が
分
か
ら
な
い
」、「
ど
こ
に

相
談
し
た
ら
よ
い
か
分
か
ら
な
い
」
な
ど

の
困
り
ご
と
は
、
行
政
相
談
委
員
に
相
談

く
だ
さ
い
。

●
都
城
市
の
行
政
相
談
委
員

石
﨑
陽
一
さ
ん　
（
上
川
東
一
丁
目
）

☎
23

－

５
４
９
２

長
倉
重
久
さ
ん　
（
鷹
尾
三
丁
目
）

☎
24

－

７
０
９
８

中
原
香
津
子
さ
ん
（
山
之
口
町
）

☎
57

－

３
９
８
２

大
浦
和
幸
さ
ん　
（
高
城
町
）

☎
58

－

５
２
５
６

萩
原
篤
友
さ
ん　
（
山
田
町
）

☎
64

－

１
７
１
１

岩
﨑
清
久
さ
ん　
（
高
崎
町
）

☎
62

－

５
１
１
８
（
事
務
所
）

※�

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、気
軽

に
相
談
く
だ
さ
い

※�

行
政
苦
情
１
１
０
番（
☎
０
５
７
０

－

０
９
０
１
１
０
）、宮
崎
行
政
評
価
事
務

所（
☎
０
９
８
５

－
24

－

３
３
７
０
）で

も
、相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す

　

秘
書
広
報
課　

☎
23

－

３
１
７
４

女
性
相
談
員
や
女
性
弁
護
士
に
よ
る

女
性
総
合
相
談
（
無
料
）

①
電
話
・
面
接
相
談

毎
週
月
～
金
曜
日　

10
時
～
16
時

※
面
談
の
場
合
は
要
予
約

②
こ
こ
ろ
の
相
談
（
要
予
約
）

10
月
17
日
㈪　

14
時
～
16
時

③
法
律
相
談
（
要
予
約
）

10
月
25
日
㈫　

13
時
～
16
時

●
場
所　

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
市
役
所
本
館
２
階
）

●
相
談
時
間　

①
、
②
は
１
時
間
程
度
、

③
は
30
分
程
度

●
相
談
専
用
電
話　

☎
23

－

７
１
５
７

一
人
で
悩
ま
な
い
で
相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か

こ
こ
ろ
の
相
談
電
話

【
こ
こ
ろ
の
電
話（
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
）】

●
日
時　

毎
週
月
～
金
曜
日　

９
時
～
19
時

☎
０
９
８
５

－
32

－

５
５
６
６

【
都
城
保
健
所
】

●
日
時

毎
週
月
～
金
曜
日　

８
時
30
分
～
17
時

☎
23

－

４
５
０
４

【
福
祉
課
】

●
日
時

毎
週
月
～
金
曜
日　

８
時
30
分
～
17
時

☎
23

－

２
９
８
０

都
城
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
無
料
）

●
電
話
・
面
接
相
談

　

毎
週
月
～
金
曜
日　

９
時
～
16
時

●
弁
護
士
法
律
相
談
（
要
予
約
）

　

10
月
21
日
㈮　

13
時
～
16
時

●
場
所　

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
市
役
所
本
館
２
階
）

●
相
談
時
間　

30
分
程
度

●
相
談
専
用
電
話　

☎
23

－

７
１
５
４

厚
生
労
働
省
・
宮
崎
県
委
託
事
業

若
者
就
職
支
援
（
無
料
）

●
対
象　

就
職
を
目
指
す
15
歳
～
39
歳
の

無
職
の
人
と
そ
の
家
族

●
時
間　

10
時
～
17
時

※
土
・
日
曜
日
、祝
日
、年
末
年
始
を
除
く

●
場
所　

み
や
ざ
き
県
南
若
者
サ
ポ
ー
ト

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
東
町
４
街
区
30
号
）

　

み
や
ざ
き
県
南
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ

ー
シ
ョ
ン　

☎
36

－

６
５
１
０

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
（
無
料
）

　

精
神
科
の
医
師
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

●
日
時　

10
月
24
日
㈪　

14
時
～
16
時

※
事
前
の
予
約
が
必
要

●
場
所　

都
城
保
健
所

　

都
城
保
健
所　

☎
23

－

４
５
０
４

交
通
事
故
相
談
（
無
料
）

●
日
時　

毎
週
月
・
火
・
木
・
金
曜
日

　
　
　
　

９
時
～
16
時

●
場
所　

交
通
事
故
相
談
室

　
　
　
　
（
市
役
所
本
館
２
階
）

●
相
談
専
用
電
話　

☎
23

－

０
９
４
４

ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
み
や
こ
の
じ
ょ
う

暮
ら
し
な
ん
で
も
相
談
（
無
料
）

●
場
所　

都
北
労
働
福
祉
会
館

　
　
　
　
（
北
原
町
４
街
区
４
号
）

●
電
話
・
面
接
相
談

毎
週
月
～
金
曜
日　

10
時
～
17
時

●
専
門
相
談

【
多
重
債
務
・
生
活
法
律
相
談
】

毎
週
火
曜
日　

13
時
～
16
時

【
年
金
・
老
後
の
暮
ら
し
相
談
、
職
場
・

学
校
・
家
庭
で
の
悩
み
ご
と
相
談
】

毎
週
木
曜
日　

13
時
～
16
時

※
専
門
相
談
は
要
予
約

●
相
談
専
用
電
話

☎
０
１
２
０

－

３
９
７

－

８
６
８

●
メ
ー
ル
で
の
相
談

tohoku@
m
iya-chuo.or.jp

都
市
計
画
の
変
更
（
案
）
に
関

す
る
説
明
会

　

次
の
都
市
計
画
の
変
更
（
案
）
に
つ
い

て
、
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

【
都
城
広
域
都
市
計
画
用
途
地
域
の
変
更

（
案
）】

●
対
象　

姫
城
、
小
松
原
、
祝
吉
地
区

【
都
城
広
域
都
市
計
画
特
別
用
途
地
区
の

変
更
（
案
）】

●
対
象　

小
松
原
、
祝
吉
地
区

【
都
城
広
域
都
市
計
画
準
防
火
地
域
の
変

更
（
案
）】

●
対
象　

小
松
原
、
祝
吉
地
区

●
日
時
・
場
所

10
／
25
㈫　

19
時
～　

祝
吉
地
区
公
民
館

10
／
26
㈬　

19
時
～　

中
央
公
民
館

10
／
27
㈭　

19
時
～　

小
松
原
地
区
公
民
館

10
／
28
㈮　

14
時
～　

中
央
公
民
館

10
／
28
㈮　

19
時
～　

中
央
公
民
館

※
ど
の
会
場
で
も
参
加
で
き
ま
す

　

都
市
計
画
課　

☎
23

－

２
７
６
２
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INFORMATION

子 育 て 支 援 セ ン タ ー 行 事 予 定

ごみの収集日自動音声案内　☎︎ 22-5374

◆都城市地域子育て支援センター	 ☎22-1659
10/17�㈪
10時～

いちごクラブ「お散歩に行こう」
対象：２歳以上の親子

10/19�㈬
10時～

マタニティの会「スタイ作り」
対象：妊婦　※要申し込み

10/26�㈬
10時～

運動会「はいはい競争、かけっこ、親子
競技など」
場所：都城市体育館　※要申し込み

11/ ７�㈪
10時～

ふたごの会「ふたご以上の親子・妊婦
さんの集いの場」
対象：ふたご以上の親子・妊婦

◆山之口地域子育て支援センター	 ☎57-3298	
10/21�㈮
10時～

トーンチャイム「親子のための音楽会
～やさしいネイロ～」�

10/25�㈫
10時30分～

高齢者施設慰問「はっぴい」
「おじいちゃん・おばあちゃんと笑顔で
ふれあおう」
場所：ひばり苑

10/28�㈮
10時30分～

出前保育「ぽっかぽか」
「体育館で思いきり体を動かして遊ぼう！」
場所：山之口勤労福祉センター

◆山田地域子育て支援センター	 ☎64-3171
10/14�㈮
10時～

バスハイク「公園で一緒に遊ぼう」
定員：15組　※要申し込み

10/28�㈮
10時30分～

みんなで遊ぼう
「ハロウィンパーティー」
定員：15組　※要申し込み

11/10�㈭
10時～

にこにこ教室
「飾り物作り」

11/17�㈭
10時30分～

３Ｂ体操「親子で体を動かそう！」
定員：15組　※要申し込み

◆東部地域子育て支援センター　エンゼル　	☎26-9587
10/17�㈪
10時30分～

あっこ先生のことばのへや
「言語聴覚士によることばの相談会」

10/21�㈮
10時30分～

子育てカフェ「南九州大学の先生によ
る子育て相談会」

10/28�㈮
10時30分～

エンゼルおたすけ隊
「消防署員による救急法講座」

11/11�㈮
10時30分～

エンゼルおたすけ隊
「医師会の先生による救急相談講座」

◆高崎地域子育て支援センター　たんぽぽ　	☎62-0027

10/18�㈫
10時～

子育て支援センター運動会
場所：東霧島多目的集会所
※要申し込み

10/26�㈬
10時30分～

リサイクルプラザ見学「リサイクルプ
ラザの見学・ＤＶＤ鑑賞」
※10時20分現地集合

11/ １�㈫
９時～

「電車に乗って遠足」
※9時10分高崎新田駅集合。昼食を持参

11/ ９�㈬
10時～

子どものヘアカット講習
「美容師によるヘアカット講習」

平
成
29
年
度

小
学
校
入
学
予
定
者
の
健
康
診
断

　

平
成
29
年
度
小
学
校
入
学
予
定
者
の
健

康
診
断
を
10
月
７
日
㈮
か
ら
行
い
ま
す
。

対
象
者
に
は
、は
が
き
で
通
知
し
ま
す
が
、

は
が
き
が
届
か
な
い
人
や
、
健
診
会
場
の

変
更
を
希
望
す
る
人
は
、連
絡
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
受
診
時
は
母
子
健
康
手
帳
を
必

ず
持
参
く
だ
さ
い
。

　

学
校
教
育
課　

☎
23

－

２
１
８
６

都
城
市
提
携
教
育
ロ
ー
ン

　

市
で
は
九
州
労
働
金
庫
と
提
携
し
、
義

務
教
育
終
了
後
の
教
育
資
金
と
し
て
、
次

の
条
件
を
満
た
す
人
へ
融
資
を
し
て
い
ま

す
。
詳
し
く
は
、問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
条
件

①�

市
内
に
住
所
を
有
す
る
人
で
、
年
間
所

得
が
９
０
０
万
円
以
下
の
人

②
完
済
時
の
年
齢
が
65
歳
未
満
の
人

③
市
税
な
ど
を
滞
納
し
て
い
な
い
人

●
金
利　

１
・
３
㌫

●
融
資
限
度
額　

３
０
０
万
円

●
返
済
期
間　

10
年
以
内
（
据
置
期
間
４

年
以
内
）

　

学
校
教
育
課　

☎
23

－

２
１
６
１

九
州
労
働
金
庫
ロ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
都
城

☎
23

－

２
２
５
７

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

税
務
署
で
は
、
新
し
く
事
業
を
始
め
た

人
や
記
帳
の
方
法
が
分
か
ら
な
い
人
な
ど

を
対
象
に
、
会
計
ソ
フ
ト
を
利
用
し
た
記

帳
指
導
な
ど
を
無
料
で
行
う
機
関
を
案
内

し
て
い
ま
す
。
会
計
ソ
フ
ト
の
利
用
に
よ

り
、
日
々
の
取
引
内
容
を
入
力
す
る
だ
け

で
、
簡
単
に
記
帳
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

活
用
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　

都
城
税
務
署　

☎
22

－

４
３
７
７

胃
が
ん
・
子
宮
頸け
い

が
ん
検
診

　

事
前
に
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り
ま
す
。

【
胃
が
ん
検
診
】

●
対
象　

40
歳
以
上
の
市
民

●
日
程
・
場
所

11
／
６
㈰
五
十
市
地
区
公
民
館

11
／
11
㈮
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

11
／
16
㈬
山
之
口
総
合
支
所

11
／
17
㈭
谷
頭
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

11
／
30
㈬
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

●
受
付
時
間　

８
時
30
分
～
11
時

●
検
診
料　

１
２
０
０
円

【
子
宮
頸
が
ん
検
診
】

●
対
象　

20
歳
以
上
の
奇
数
年
（
平
成
９

年
・
７
年
・
・
）
生
ま
れ
の
女
性

●
日
程
・
場
所

11
／
10
㈭
①
小
松
原
地
区
公
民
館

②
西
岳
地
区
公
民
館

11
／
22
㈫
①
②
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

●
受
付
時
間　

①
９
時
～
10
時

　
　
　
　
　
　

②
13
時
30
分
～
14
時
30
分

●
検
診
料　

１
２
０
０
円

※�

75
歳
以
上
の
人
は
保
険
証
、
生
活
保
護

世
帯
に
属
す
る
人
は
証
明
書
、
市
民
税

非
課
税
世
帯
に
属
す
る
人
は
市
が
発
行

す
る
各
種
検
診
自
己
負
担
金
免
除
通
知

書
を
提
示
す
れ
ば
、
検
診
料
を
免
除

　

健
康
課　

☎
23

－

２
７
６
５
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毎月第３日曜日は「家庭の日」

奨
学
金
の
案
内

　

募
集
は
、
平
成
29
年
4
月
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
募
集
人
数
な
ど
、
詳
し
く
は
広

報
３
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
都
城
市
奨
学
金
】

●
対
象　

次
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
す
人

①�

奨
学
金
の
貸
与
申
請
の
提
出
期
限
日
に

お
い
て
、
保
護
者
が
２
年
以
上
市
内
に

居
住
し
て
い
る
人

②�

学
校
教
育
法
に
規
定
す
る
高
校
、
中
等

教
育
学
校
（
後
期
課
程
）、高
専
、大
学
、

短
大
、
専
修
学
校
（
高
等
課
程
ま
た
は

専
門
課
程
）
に
在
学
す
る
人

※
通
信
制
・
定
時
制
課
程
を
除
く

③�

学
資
の
支
払
い
が
困
難
な
人

④�

大
学
・
短
大
・
専
修
学
校
生
（
専
門
課

程
）
は
、
都
城
育
英
会
か
ら
奨
学
金
の

交
付
を
受
け
て
い
な
い
人

※
都
城
育
英
会
と
の
併
願
は
可

●
貸
与
額
（
無
利
子
）

高
校
・
高
専
・
中
等
教
育
学
校
の
後
期
課
程
・

専
修
学
校
の
高
等
課
程
生

月
額
１
万
円

大
学
・
短
大
・
専
修
学
校
の
専
門
課
程
生

月
額
２
万
５
千
円

●
申
請
書
の
配
布　

平
成
29
年
２
月
中
旬

か
ら
、
学
校
教
育
課
、
各
総
合
支
所
地
域

振
興
課
、
各
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー
、
市
内

の
各
中
学
校
、
市
内
・
三
股
町
内
の
各
高

等
学
校
で
配
布

　

学
校
教
育
課　

☎
23

－

２
１
６
１

【
都
城
育
英
会
奨
学
金
】

●
対
象　

次
の
条
件
を
全
て
満
た
す
人

①�

本
市
ま
た
は
三
股
町
出
身
で
、
保
護
者

が
本
市
ま
た
は
三
股
町
に
居
住
し
て
い

る
人

②�

平
成
29
年
４
月
に
学
校
教
育
法
に
規
定

す
る
大
学
ま
た
は
短
期
大
学
、
専
修
学

校
の
専
門
課
程
に
進
学
す
る
人

※
通
信
制
・
定
時
制
課
程
を
除
く

③�

学
業
・
人
物
と
も
に
優
秀
か
つ
健
康
で
、

経
済
的
理
由
に
よ
り
修
学
困
難
な
人

●
貸
与
額
（
無
利
子
）　
月
額
３
万
円

●
申
請
書
の
配
布　

平
成
29
年
２
月
中
旬

か
ら
、
学
校
教
育
課
、
各
総
合
支
所
地
域

振
興
課
、
各
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー
、
三
股

町
教
育
課
、
市
内
・
三
股
町
内
の
各
高
等

学
校
で
配
布

　

育
英
会
事
務
局　

☎
25

－

８
５
４
５

農
地
中
間
管
理
事
業
を
活
用
く
だ
さ
い

　

農
地
中
間
管
理
事
業
は
、
農
地
中
間
管

理
機
構
（
県
農
業
振
興
公
社
）
が
農
地
の

貸
し
付
け
を
希
望
す
る
人
か
ら
農
地
を
借

り
受
け
、
農
業
経
営
の
規
模
拡
大
や
新
規

就
農
を
希
望
す
る
農
業
者
な
ど
に
農
地
を

貸
し
付
け
、
農
地
の
有
効
利
用
や
集
積
・

集
約
化
を
推
進
す
る
事
業
で
す
。
公
的
機

関
を
通
じ
る
こ
と
で
、
安
心
し
て
農
地
の

貸
借
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

貸
借
に
は
一
定
の
条
件
が
あ
り
ま
す
の

で
、
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

農
政
課
　
☎
23

－

２
７
６
８

農
業
委
員
会
事
務
局
　
☎
23

－

７
８
６
８

ジ
ュ
ニ
ア
・
リ
ー
ダ
ー
と
は

　

地
域
の
子
ど
も
会
で
良
き
相
談
相
手

や
話
し
相
手
と
な
っ
て
、
活
動
の
計
画

を
一
緒
に
立
て
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

の
実
技
指
導
な
ど
を
す
る
ジ
ュ
ニ
ア
・

リ
ー
ダ
ー
。

　

市
に
は
ジ
ュ
ニ
ア
・
リ
ー
ダ
ー
ク
ラ

ブ
蒲た
ん
ぽ
ぽ

公
英
が
あ
り
、
現
在
15
人
の
メ
ン

バ
ー
が
活
動
し
て
い
ま
す
。

ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
の
活
動

　

子
ど
も
会
の
「
十
五
夜
ま
つ
り
」
や

「
ク
リ
ス
マ
ス
会
」
な
ど
の
行
事
を
、

一
緒
に
計
画
し
、
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
し

ま
す
。
ま
た
、
10
月
に
開
催
す
る
「
子

ど
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
の
計
画
や
準

備
な
ど
に
関
わ
り
、
実
行
委
員
の
子
ど

も
た
ち
が
や
り
た

い
こ
と
を
イ
メ
ー

ジ
し
や
す
い
よ
う

に
ア
ド
バ
イ
ス
し
、

グ
ル
ー
プ
を
ま
と

め
て
い
ま
す
。

楽
し
い
こ
と
い
っ
ぱ
い
！
　
ジ
ュ
ニ
ア
・
リ
ー
ダ
ー

ジ
ュ
ニ
ア
・
リ
ー
ダ
ー
教
室

　

市
で
は
、講
座
や
キ
ャ
ン
プ
な
ど
の

活
動
を
通
し
て
、ジ
ュ
ニ
ア
・
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
の
心
得
を
学
ぶ
教
室
を
開
催
し

て
い
ま
す
。

●
期
間
　
11
月
～
平
成
29
年
３
月

※
月
に
２
回
程
度
、
土
曜
日
に
開
催

●
場
所　

中
央
公
民
館
ほ
か

●
対
象　

市
内
の
小
学
６
年
生
～
中
学

３
年
生

　

中
学
生
や
高
校
生
自
ら
が
、
催
し
を
企
画
・
運
営
し
た
り
、
子
ど
も
会
活
動
な
ど
を

サ
ポ
ー
ト
し
た
り
す
る
ジ
ュ
ニ
ア
・
リ
ー
ダ
ー
。
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
が
で
き
る
活
動
に

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

◎
問
い
合
わ
せ　

生
涯
学
習
課　

☎
23

－

９
５
４
５

子
ど
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

市
内
の
小
学
５
・
６
年
生
が
実
行

委
員
と
な
っ
て
、
企
画
か
ら
当
日

の
運
営
ま
で
行
う
「
子
ど
も
の
、

子
ど
も
に
よ
る
、
子
ど
も
の
た
め

の
」
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

●
日
時　

10
月
16
日
㈰

　
　
　
　

10
時
～
15
時

●
場
所　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、

中
央
公
民
館

●
内
容　

お
ば
け
や
し
き
、
手
作
り

コ
ー
ナ
ー
、
謎
解
き
ゲ
ー
ム
な
ど
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農
業
後
継
者
等
支
援
事
業

　

新
た
に
就
農
し
た
人
を
対
象
に
、
就
農

直
後
の
農
業
経
営
費
な
ど
の
一
部
を
助
成

し
ま
す
。
要
件
な
ど
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
く
だ
さ
い
。

●
対
象

・�

市
内
在
住
で
申
請
時
に
56
歳
未
満
の
人

・
農
業
に
専
業
で
従
事
す
る
人

 【
親
元
就
農
者
】

・�

親
族
な
ど
が
農
業
を
し
て
い
て
、
そ
の

経
営
を
継
承
し
規
模
拡
大
す
る
意
思
が

あ
り
、
申
請
か
ら
３
カ
月
以
内
に
就
農

予
定
、
ま
た
は
就
農
後
１
年
以
内
で
あ

る
こ
と

【
新
規
参
入
者
】

・�

農
業
を
継
承
す
る
基
盤
が
な
く
、
農
業

で
独
立
自
営
す
る
意
思
が
あ
り
、
申
請

か
ら
３
カ
月
以
内
に
就
農
予
定
、
ま
た

は
就
農
後
２
年
以
内
で
あ
る
こ
と

●
区
分
・
給
付
金
額
・
給
付
期
間

親
元
就
農
者

月
５
万
円　

２
年
間

新
規
参
入
者

月
10
万
円　

２
年
間

　

農
政
課　

☎
23

－
２
７
６
８

肺
が
ん
・
結
核
検
診
の
日
程
変
更

　

胸
部
エ
ッ
ク
ス
線
撮
影
（
肺
が
ん
・
結

核
検
診
）
を
、
昨
年
度
は
10
月
か
ら
12
月

に
実
施
し
ま
し
た
が
、
次
の
地
区
で
は
今

年
度
の
実
施
日
程
が
変
更
に
な
り
ま
す
。

　

詳
し
い
日
程
に
つ
い
て
は
、
約
１
カ
月

前
に
自
治
公
民
館
を
通
じ
て
、
チ
ラ
シ
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
地
区
名
・
実
施
予
定
期
間

高
崎
地
区

１
月
下
旬
か
ら
２
月
中
旬

高
城
地
区

２
月
下
旬
か
ら
３
月

　

健
康
課　

☎
23

－

２
７
６
５

建
設
労
働
者
養
成
訓
練
生
募
集
説
明
会

●
日
時　

10
月
25
日
㈫　

10
時
～
11
時

●
場
所　

宮
崎
県
建
築
業
協
会
（
宮
崎
市

瀬
頭
２

－

４

－

12　

瀬
頭
ビ
ル
５
階
）

●
対
象　

県
内
で
の
就
職
を
希
望
す
る
人

や
、
建
設
業
に
興
味
の
あ
る
人

　

宮
崎
県
建
築
業
協
会

　
　

☎
０
９
８
５

－

65

－
５
８
６
４

中
小
企
業
事
業
主
の
皆
さ
ん
へ

　

中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度
（
中
退
共

制
度
）
は
、
中
小
企
業
の
事
業
主
が
、
従

業
員
の
退
職
金
を
計
画
的
に
積
み
立
て
る

国
の
退
職
金
制
度
で
す
。

　

掛
金
は
全
額
非
課
税
で
、
手
数
料
も
か

か
り
ま
せ
ん
。
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
や
家
族

従
業
員
も
加
入
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、

加
入
く
だ
さ
い
。

　

中
小
企
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

　
　

☎
03

－

６
９
０
７

－

１
２
３
４

Ｂ
型
肝
炎
予
防
接
種

　

予
防
接
種
法
施
行
令
が
改
正
さ
れ
、
10

月
１
日
か
ら
Ｂ
型
肝
炎
ワ
ク
チ
ン
が
定
期

の
予
防
接
種
に
な
り
ま
し
た
。
実
施
医
療

機
関
な
ど
、
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
確
認
く
だ
さ
い
。

●
対
象　

平
成
28
年
４
月
１
日
以
降
に
生

ま
れ
た
０
歳
児

●
接
種
回
数　

１
歳
の
誕
生
日
前
日
ま
で

に
３
回

※�

３
回
目
の
接
種
を
終
え
る
ま
で
に
は
、

お
よ
そ
半
年
か
か
り
ま
す

●
費
用　

対
象
者
は
無
料

●
そ
の
他　

母
子
感
染
予
防
の
た
め
に
、

抗
HBs
人
免
疫
グ
ロ
ブ
リ
ン
と
併
用
し
て

Ｂ
型
肝
炎
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
を
受
け
る
場

合
は
、
健
康
保
険
が
適
用
さ
れ
る
た
め
対

象
外
と
な
り
ま
す

　

こ
ど
も
課　

☎
23

－

２
６
８
４

総
合
文
化
ホ
ー
ル
第
４
駐
車
場
の
開
設

　

ホ
ー
ル
東
側
の
Ｊ
Ｔ
都
城
営
業
所
跡
地

に
整
備
し
た
第
４
駐
車
場
（
88
台
収
容
）

が
、
10
月
か
ら
利
用
で
き
ま
す
。
第
４
駐

車
場
は
、
第
１
駐
車
場
の
満
車
が
見
込
ま

れ
る
際
に
開
放
し
ま
す
。

　

ま
た
、
利
便
性
を
高
め
る
た
め
、
多
目

的
ト
イ
レ
で
利
用
で
き
る
折
り
た
た
み
式

簡
易
ベ
ッ
ド
を
貸
し
出
し
ま
す
。

　

総
合
文
化
ホ
ー
ル
　
☎
23

－

７
１
４
０

認
知
症
家
族
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
無
料
）

　

認
知
症
の
人
に
対
す
る
理
解
を
深
め
、

認
知
症
の
人
を
介
護
し
て
い
る
家
族
同
士

で
交
流
し
ま
す
。

●
日
時　

10
月
19
日
㈬　

13
時
～
15
時

●
場
所　

総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
内
容　

生
活
習
慣
病
と
認
知
症
の
関
連
性

　

社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　

☎
25

－

２
１
２
３

お
詫
び
と
訂
正

　

広
報
９
月
号
９
ペ
ー
ジ
の
グ
ラ
フ
「
人

口
10
万
人
当
た
り
の
自
殺
死
亡
率
の
推

移
」
で
、
誤
っ
て
都
城
市
と
宮
崎
県
の
値

を
逆
に
掲
載
し
て
い
ま
し
た
。

　

訂
正
し
て
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

　

秘
書
広
報
課　

☎
23

－

３
１
７
４

休日急病診療機関
●診療時間　9：00 〜 18：00
※歯科は17：00まで

◎みやざき医療ナビもご利用ください
　http://www.e-navi.pref.miyazaki.lg.jp

みやざき医療ナビ

医療機関名 電話番号

10
月
23
日
㈰

児玉小児科 25-5570
瀬ノ口医院（ 内・消） 25-5155
坂田医院（ 内・消・胃） 51-2003
吉松病院（ 外・整） 25-1500
寺本整形外科医院 22-1171
すみ産婦人科医院（ 産・婦） 23-1152
時任歯科医院 24-7474

10
月
30
日
㈰

志々目医院（ 内・小） 57-2004
田口循環器科内科クリニック（ 内） 24-0600
隅病院（ 内・胃） 62-1100
とまり内科外科胃腸科医院 52-1135
よしかわクリニック（ 麻・整・内）23-9384
宮田眼科病院 22-1441
トキワ歯科医院 36-0551

●休日当番薬局
月日 薬局名

10月23日㈰ 姫城、ひかり、上町おおた

10月30日㈰ ハートフル、大光、椎の木、くら
はら

※�診療機関は変更することがあります。詳しくは、テレ
ホンサービス（医師会は�☎23-5555、歯科医師会は��
☎25-4100）で確認してください
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ぼ
ん
ち
く
ん
と

歴
史
探
検

白は
く
さ
ん
ば
る

山
原
遺
跡
出
土
の
木
製
品

図書館だより
※読み聞かせ会などの情報は、P19をご覧ください

◉問い合わせ
都城市立図書館� ☎ 22-0239
高城図書館� ☎ 58-4224

今月おすすめの本

一日一日、強くなる　　
伊調馨の「壁を乗り越える」言葉
伊調馨（著）　宮崎俊哉（構成）　講談社（出版）

　五輪４連覇を達成した著者から、
志を抱く全ての人へ。「壁を乗り越
え、常に進化し続ける」ためのヒン
トとなる言葉が満載の一冊。

超一流になるのは
才能か努力か？
アンダース・エリクソン、ロバート・プール（著）
土方奈美（訳）　文藝春秋社（出版）

　チェス、バイオリン、テニス、ゴル
フ…。30年以上にわたる著者の研究
から見えてきた「超一流」への条件。

大勢の中のあなたへ
ひきたよしあき（著）　杉浦範茂（絵）　
朝日学生新聞社（出版）

　著者から、悩み多き小学生の子ど
もたちへの82通の手紙を収録。全国
の小学生に支持された、「文通」とい
う名の心の交流。

児童
旧暦で行事をたのしむ
お月さまのこよみ絵本
千葉望（文）　阿部伸二（絵）　理論社（出版）

　旧暦を知れば、行事の意味をより
深く知ることができる。子どもたち
に伝えたい知識絵本。

児童・幼児

　
早
水
公
園
の
北
東
側
に
あ
る
白
山
原

遺
跡
は
、湧
水
が
豊
富
な
低
湿
地
に
あ

っ
た
こ
と
か
ら
、平
成
27
年
に
行
わ
れ

た
発
掘
調
査
で
も
、大
量
の
水
が
湧
き

出
し
ま
し
た
。

　

こ
の
調
査
で
は
、鎌
倉
時
代
か
ら
室
町

時
代
に
か
け
て
使
わ
れ
て
い
た
土は

じ

き
師
器

（
素
焼
き
の
食
器
）や
国
産
陶
磁
器
、貿
易

陶
磁
器
が
見
つ
か
り
、さ
ら
に
、漆
塗
り

の
木
椀
や
櫛く
し

、木き
づ
ち槌
、編
み
物
に
使
う
道

具
で
あ
る
錘
お
も
りな
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
木
製
品

も
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。

　

有
機
物
で
あ
る
木
製
品
は
、空
気
に
触

れ
る
と
腐
り
や
す
い
性
質
が
あ
り
ま
す

が
、白
山
原
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
木
製
品

は
、水
に
よ
っ
て
空
気
と
遮
断
さ
れ
た
環

境
に
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、腐
ら
ず
に
そ
の

形
を
留
め
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま

す
。

　

生
活
に
使
わ

れ
た
こ
れ
ら
の

木
製
品
は
、当

時
の
人
々
の
暮

ら
し
を
う
か
が

い
知
る
こ
と
の

で
き
る
、大
変

貴
重
な
史
料
で

す
。

伝
承
館
だ
よ
り

都
城
島
津

蔓ま
ん
そ
う
る
い

草
類　

真し
ん
し
ゃ写

　

都
城
島
津
邸
に
は
、幕
末
期
以
降
の
当

主
の
写
真
な
ど
が
数
多
く
残
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

し
か
し
、
幕
末
期
以
前
に
は
、
現
代

の
よ
う
に
い
つ
で
も
簡
単
に
写
真
を
撮

る
こ
と
は
で
き
ず
、
景
色
や
植
物
の
姿

を
見
続
け
た
い
と
思
っ
て
も
、
紙
と
筆

が
あ
る
の
み
で
し
た
。

　

そ
こ
で
、
人
々
は
、
植
物
や
鳥
類
な

ど
を
詳
細
に
描
写
・
色
付
け
し
、
図
鑑

の
よ
う
に
し
た
も
の
を
手
元
に
置
き
ま

し
た
。
こ
れ
ら
は
、
細
部
ま
で
忠
実
に

描
か
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
「
真
写
」
と

呼
ば
れ
ま
し
た
。
大
名
の
間
で
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
「
真
写
」
を
集
め
、
交
換
し

合
う
こ
と
な
ど
も
流
行
し
ま
し
た
。

　

絵
を
描
く
こ
と
は
武
士
の
た
し
な
み

の
一
つ
と
さ
れ
、
都
城
島
津
家
当
主
に

も
書
画
に
秀
で
た
人
物
が
い
ま
し
た
。

19
代
当
主
久ひ

さ
た
つ龍
も
そ
の
一
人
で
、
彼
が

描
い
た
と
さ
れ
る
「
蔓
草
類　

真
写
」

は
、
人
々
の

関
心
が
あ
っ

た
草
花
や
文

化
、
そ
し
て
、

久
龍
の
腕
前

の
高
さ
を
今

に
伝
え
て
い

ま
す
。

高 城 図 書 館 ●休 館 日／ 10月18日・25日、11月１日・８日・15日　　　　●開館時間／９：30�～18：00

□都城市立図書館 「 Wの作家達（ 実は夫婦・親子なんです！）」「 読書週間おすすめ本」ほか
□高 城 図 書 館 �  「 宮崎県出身作家本特集」「 王さまシリーズ60周年記念」ほか特設コーナー

●休 館 日／ 10月17日・24日・31日、11月４日・７日・14日　�●開館時間／９：30�～18：50　都城市立図書館
※水曜日は20：00まで開館

一般・青少年一般・青少年

広報 都城 平成28年10月号　28



このコーナーでは、寄せられた「 わたしの一言」の中から一部を紹介します。
また、皆さんから寄せられたご意見につきましては、今後の広報紙作成に生かしていきます。

に
寄
せ
ら
れ
た
お
便
り

８月号

　都城の皆さん、初めまして。8月から新しい国際交
流員として着任した、イギリス出身のアレックス・ボ
アマンです。
　小学校の頃の一番の親友が日本人だったということ
もあり、昔から日本にはあこがれを抱いていました。
ロンドン大学SOAS（アジアアフリカ研究学院）に通っ
ていた頃は、日本語と韓国語を専攻し、東京外国語大
学に1年間留学した経験もあります。再びあこがれの日
本に来ることができて、うれしい気持ちでいっぱいで
す。
　留学していた頃は、東京の美しさを知ることができ
ましたが、次に日本に行く機会があったらほかの面も
味わってみたいと思っていたので、赴任地が都城市に
なり、本当に喜んでいます。
　着任したばかりのわずかな間でさえも、出会った皆
さんに優しく接してもらい、非常に感動しています。
これからイギリスと日本の文化の間に橋を架けられる
よう、活躍したいと思います。有意義な交流のため、お
互いにがんばりましょう！よろしくお願いします。

国際

ハロー！  みやこんじょ！

◎問い合わせ　生活文化課　☎23－2295

▼

点
線
に
沿
っ
て
お
切
り
く
だ
さ
い（
郵
便
は
が
き
で
も
可
）

■８月号クイズの結果【 応募総数64通】
　◎正解／①ふるさと ②次世代

広報都城

①�文化の秋に触れてみませんか。美術館特別展
「日本近代洋画の巨匠��和田◯◯展」。

問

答

②�総合文化ホール（ＭＪ）が開館◯◯周年を迎
えました。

問

答

ク イ ズ

◆今月号で特に興味を持ったページのタイトル

◆今月号を読んでのわたしの一言

「
公
共
施
設
の
在
り
方
を
考
え
る
」
を
読
ん
で
、

自
分
の
体
と
同
様
に
、
長
く
使
う
も
の
に
は
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
の
必
要
が
あ
る
こ
と
を
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。　

（
妻
ケ
丘
町
　
白
髪
混
り
の
赤
毛
の
ア
ン
さ
ん
）

が
ん
に
か
か
る
可
能
性
が
２
人
に
１
人
。
怖
い
で
す
ね
。

昔
と
比
べ
る
と
食
べ
る
も
の
も
変
化
し
、
ス
ト
レ
ス
を
抱

え
る
こ
と
も
増
え
て
い
ま
す
。
健
診
は
お
っ
く
う
に
な
り

ま
す
が
、
自
分
の
た
め
、
家
族
の
た
め
に
受
け
な
け
れ
ば
、

と
改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。（

下
水
流
町
　
ボ
ン
タ
ロ
さ
ん
）

産
休
に
入
り
、
ゆ
っ
く
毎
日
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
て
あ

り
が
た
く
思
っ
て
い
ま
す
。
今
ま
で
見
る
こ
と
も
な
か
っ

た
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
行
事
予
定
が
と
て
も
役
に
立

っ
て
い
て
、
子
ど
も
が
生
ま
れ
た
ら
参
加
し
た
い
で
す
。

（
志
比
田
町
　
た
け
の
こ
の
里
さ
ん
）

４
年
前
、
家
族
や
友
人
に
都
城
に
転
勤
に
な
っ
た
と
伝
え

る
と
、「
ど
こ
？
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
今
で
は
ふ

る
さ
と
納
税
日
本
一
で
有
名
に
な
り
、「
お
い
し
い
も
の

が
い
っ
ぱ
い
あ
っ
て
い
い
ね
え
」
と
言
わ
れ
ま
す
。
波
及

効
果
に
び
っ
く
り
。
う
れ
し
い
で
す
ね
。

（
蓑
原
町
　
Ｓ
Ｕ
Ｓ
Ａ
Ｎ
さ
ん
）

ふ
る
さ
と
納
税
を
目
に
し
、
他
県
に
い
る
友
人
た
ち
に
申

し
込
み
用
紙
を
送
り
ま
し
た
。
み
ん
な
喜
ん
で
く
れ
、
寄

附
を
し
て
く
れ
た
よ
う
で
す
。
皆
さ
ん
も
、
市
外
の
知
人

に
、
申
込
用
紙
を
送
っ
て
み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

（
山
田
町
中
霧
島
　
Ｈ
・
Ｕ
さ
ん
）

ひとりごと
Vol. １
アレックス・ボアマンさん

（イギリス）

交流員
の



施設案内 ※10月16日～ 11月15日の日程

◉美術館（姫城町） ☎25-1447
　開館時間 　９：00～17：00（入館は16：30まで）
　入 館 料 　無料
　休 館 日 　毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）
　※10月３日㈪～21日㈮は展示替え作業のため休館
　◎特別展「日本近代洋画の巨匠　和田英作展」
　　10月22日㈯～11月27日㈰まで
　　一般800円、高校・大学生600円、小・中学生無料

◉都城歴史資料館（都島町） ☎25-8011
　開館時間 　９：30～17：00（入館は16：30まで）
　入 館 料 　一般210円、高校生160円、小・中学生100円
　　　　　 ※毎週土曜日は、小・中学生無料
　休 館 日 　毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）
　◎企画展「指定文化財で見る都城の歴史」
　　11月６日㈰まで

◉都城島津邸（早鈴町） ☎23-2116
　開館時間 　９：00～17：00（入館は16：30まで）
　観 覧 料 「本宅」小学生以上100円
　休 館 日 　毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）
　※10月12日㈬～14日㈮は展示替え作業のため伝承館は休館
　◎特別展「武士のたしなみ  −天下布武から文武両道へ−」
　　10月15日㈯～11月27日㈰まで
　　一般400円、高校・大学生300円、小・中学生無料

◉人形の館（山之口町） ☎57-5295
　開館時間 　９：30～17：00（入館は16：30まで）
　入 館 料 　一般210円、高校生160円、小・中学生100円
　休 館 日 　毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）
　※11月８日㈫・９日㈬は薫蒸作業のため休館

◉山之口弥五郎どんの館（山之口町） ☎57-3713
　開館時間 　９：00～17：00
　入 館 料 　無料
　休 館 日 　毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）

◉高城郷土資料館（高城町） ☎58-5963
　開館時間 　９：30～17：00（入館は16：30まで）
　入 館 料 　一般210円、高校生160円、小・中学生100円
　休 館 日 　毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）

◉旧後藤家商家交流資料館（高城町） ☎58-6900
　開館時間 　10：00～16：00
　入 館 料 　大人200円、小・中学生100円
　休 館 日 　毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）

◉たちばな天文台（高崎町） ☎62-4936
　開館時間 　10：00～15：00
　※金、土、祝日の前日は19：00 ～ 22：00も開館
　入 館 料 　中学生以上310円、小学生100円
　休 館 日 　毎週木曜日（木曜日が祝日の時はその前日）

POST  C AR D

8  8   5   8   5  5  552円切手を
お貼りください

【宮崎ロクロ工芸品ワイングラス（ペア）と
　都城ワイナリー「ＳＨＩＮＭＯＥ」のセット5組】

読者プレゼント
今月の 

※ このコーナーでは広報プレゼントの寄付事業者を募集
しています。詳細については秘書広報課まで問い合わせください。

商品提供事業者

　匠の技がつまった県
指定伝統的工芸品「宮
崎ロクロ工芸品」のワ
イングラスと、10月
15日に解禁になる都城
ワイナリーの赤ワイン
「SHINMOE」をセット
でプレゼント。

◎ 応募方法　はがきにクイズの答え、住所、氏名、
電話番号と、わたしの一言や10月号を読んだ感
想を書いて〒885ー8555�秘書広報課まで。

◎ 応募締め切り　10月31日㈪�当日消印有効
◎ 当選者発表　本紙12月号
◎ ８月号当選者　山﨑正文さん（都北町）他１人

※ 応募者の個人情報は、広報クイズの応募の受け付け、当選
者への商品発送以外には利用しません

都城市役所 秘書広報課 行
　（ 広報都城  No.130   2016年10月号）

氏　名

住　所

電話番号 （ 　　　　   ）　　　　ー

ペンネームまたはイニシャル
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ウオーキング
で健康づくり!  

みやこのじょうウオーキングマップ活用術⑤

インフォメーション

都城市現住人口

今月の表紙
大声で泣いて、元気に育て
　五穀豊

ほうじょう

穣と、今年７歳を迎え
る男児の健やかな成長を祈る石
山花相撲が８月 28 日、観音池公
園で開催されました。行司の軽
妙な語りと軍配さばきで、豆力
士 16 人の取り組みが行われた後、
今年生まれた男児らが、土俵入
り。「きょとん」とした表情の赤
ちゃん力士が、涙を浮かべ大声
で泣き出すと、会場からは温か
い声援が送られていました。

五十市地区：都島公園、城山公園、川の駅公園を歩こう コース
生活の中にある、四季の移り変わりを楽しむコース

　五十市地区では、都島
公園を巡るコースと、
城山公園や川の駅公園 
などを巡る２つのコー
スを考案しています。
　地区住民も利用する
緑豊かな都島公園を巡
るコースでは、土や芝
の 上 を 周 回 す る こ と
で、膝に負担をかけず

にウオーキングを楽しむことができます。また、城
山公園などを巡るコースでは、都城の歴史や文化
に触れながら散策を楽しんだ後の、歴史資料館か
らの眺望が特にお薦め
です。
　皆さんも、四季の移
り変わりを楽しみなが
ら、五十市地区を歩い
てみませんか。

　広報担当業務は、扱うカレンダーの期間がとても長く、
２、３カ月前、半年先ということも珍しくありません。年
後半になり、そろそろ「平成 29 年」の文字が…。いち早く、
月日の流れの速さを感じています。ところで、来年 3 月に
は旧中郷村の編入 50 年を迎えます。先日、地域の人たちが、
記念行事で使用する記録写真を探すため来庁。当時を懐か
しみながら熱心に写真を見入るその姿に、時の流れの速さ
に加えて 50 年の重みを感じ、感慨深くなりました。（久）

編 集 後 記

スマートフォンで
も市政情報を発信

五十市地区健康づくり会
井之脇　久子さん（左）
天神　サダ子さん（右）

●日時　11月27日㈰
　　　　開演14：00（開場13：30）
●料金　全席指定　3,500円
◎問い合わせ　都城市総合文化ホール　☎23-7140

漫才のＤＥＮＤＯ　宮崎・都城公演
　よしもとが厳選した漫才
師たちが繰り広げる、本格
漫才寄席！
出演：中田カウス・ボタン、
博多華丸・大吉、パンクブー
ブー、トレンディエンジェル、
プラス・マイナス

●日時　10月９日㈰　13：00 ～ 15：30
●料金　無料
◎問い合わせ　ウエルネス交流プラザ　☎26-7770

　公募で選ばれた、歌うことが
大好きな30人の市民の皆さん
が、平成や昭和の名曲を歌い上
げます。こんな曲もあったなあ、
と思い出とともに一緒に口ずさ
みたくなる催しです。

第２回プラザ歌ひろば

平成28年９月１日現在 前月比 前年比
世 帯 数 70,170世帯 6 -1,288
人口総数 164,042人 2 -1,260
男　　性 77,092人 39 -413
女　　性 86,950人 -37 -847
※平成27年国勢調査速報値に基づく推計人口です

市役所の開庁時間    平日８：30～17：15��※土・日・祝日は閉庁

■ 毎週木曜日
　市民課窓口は17：15 ～ 19：00まで夜間対応
■ 土・日曜日
　図書館では、住民票と印鑑証明書を発行
　9：30 ～ 17：00 （ 12：00 ～ 13：00を除

番組紹介
■ BTVケーブルテレビ（デジタル111ch）
　「みやこんじょジャーナル」※毎回10分間放送
� ①�6：50�～� ②11：50�～� ③17：50�～
� ④20：50�～� ⑤22：50�～
■ MRTラジオ（AM放送936kHz）
　「みやこのじょうドキドキナビ」

毎週月～金曜日（祝日除く）15：30 ～15：45
■ シティエフエム都城（FM放送76.4MHz）　
　「インフォメーションM」

毎週月～金曜日  9：49 ～ 9：54、15：54 ～15：59
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